
【2102】 教養科目 人文・社会分野 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

国文学 講義 中村光宏 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ▲ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》
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授業内小テスト

授業内提出物 30 有

授業内活動 30 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ― ○ ― ○ ― ○ ― ①授業内小テストは、時間内に
　解答し学生個々に自己採点さ
　せる。
②学習レポートで提起された疑
　問点に対して、授業で取り上
　げて解説する。当該科目の

キーワード

≪知識・理解≫ 作品を取り巻く背景・文化・ものの考え方・人間の生き方等の理解

≪汎用的技能≫ 作品の音読と解釈及び意見・感想のディスカッション

≪態度・志向性≫ 古典作品の学術課題に対する自律的・継続的取り組み アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要

  文学は、社会経済に対する「実用性」や「生産性」の観点から、軽視される面がある。また、古文の「主語や目的語を大量に省略する」
独特な言い回しや、漢字表記・歴史的仮名遣いに代表される「現代語との表記の違い」によって、敬遠されることが多い学問である。しか
し、古文を通じて先人の「ものの考え方」や「社会の在り方」を学ぶことは、混とんとした現代を生き抜くための「意味」や「価値観」のヒント
になるかもしれない。「古典は難しい、つまらない」という先入観にとらわれず、文学作品が生まれる背景や代表的な作品を読み味わうこ
とで、われわれ日本人が創造してきた「文化」を再発見し、学生個々の「心の豊かさ」につながるように古典と向き合いたい。

アクティブラーニング（有）
「テーマ」に応じてグループディス
カッションを行い、ディベートするこ
とで問題解決のための技術や施政
を身に付ける。

授業の
到達目標

①日本文学の移り変わりを理解し、その時代に生きる先人たちの「背景」や「思い」を受けとめ、作品の価値や魅力を再確認する。
②それぞれの作品の解釈を通じて、自分なりの「作品観」や「価値観」を持って、それを発表したり他者とディスカッションすることで、古文に対する教
　養を深める。
③授業で扱った作品について、学習レポートにまとめてより深く理解することで、日本文化と現代社会との関わり合いについて再認識する。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
ガイダンス「国文学の概論」【上代の文学】『古事記１』(①概要②イザナキとイザナミの国生み他）  
　予習：(分)６０（大和朝廷による統一国家の樹立の背景を調べる。※大化の改新・壬申の乱）
　復習：(分)６０（上代の文学が誕生した状況と、その文学の特徴を捉える。） 

2
【上代の文学】『古事記2』（①天照大神と須佐之男命②八岐大蛇退治③大国主命の国造り④天孫降臨⑤海彦山彦）
　予習ː（分）６０（神々の物語の概要をつかむ。※天照大神・須佐之男命・大国主命・邇邇芸命・海彦山彦・神武天皇）
　復習ː（分）６０（神々の物語と日本の皇室の起源神話の関係を捉え、『古事記』が作られた歴史上の意味を考える。）

3
【上代の文学】『万葉集』（①概要②相聞歌・挽歌・雑歌から代表的歌を鑑賞※上代に生きた多くの祖先たちの「心の叫び」を聞く）
　予習ː（分）６０（『万葉集』の概要を理解する。）
　復習ː（分）６０（『万葉集』の歌を鑑賞し、上代の人々が描いていた思いについて「心」を馳せる。）

4
【中古の文学】『源氏物語１』(①中古の文学の流れを知る②『源氏物語』概要③摂関政治を正しく認識する④女房文学の概要を捉える）
　予習ː（分）６０（奈良時代から平安時代の文学がどのように変遷してきたかを調べる。）
　復習ː（分）６０（『源氏物語』の概要を理解する。）

5
【中古の文学】『源氏物語２』（①桐壺②弘徽殿の女御③藤壺④葵の上※「光源氏」が関係した女性たちについて理解する。）
　予習ː（分）６０（「桐壺」「藤壺」「葵の上」「弘徽殿の女御」について、「光源氏」との関係を読み解く。）
　復習ː（分）６０（「紫式部」が『源氏物語』に込めた思いを探究し理解する。）

6
【中古の文学】『源氏物語３』（①六条御息所②紫の上③夕顔④末摘花⑤朧月夜⑥明石の君※「光源氏」の女性遍歴を探る。）
　予習ː（分）６０（「六条御息所」「紫の上」「夕顔」「末摘花」「朧月夜」「明石の君」について調べておく。）
　復習ː（分）６０（「紫式部」が『源氏物語』の中で描いた宮中の世界観を理解し、平安貴族の恋愛について理解を深める。）

7
【中古の文学】『枕草子１』（①『枕草子』概要②作者「清少納言」の人物像③中宮定子を巡る人間模様④「枕草子」の真実）
　予習ː（分）６０（『枕草子』の概要について調べる。中関白家について調べる。）
　復習ː（分）６０（関白「藤原道隆」の死から中関白家が没落していく経緯について正しく認識する。）

8
【中古の文学】『枕草子２』（①跋文の解釈②作者「清少納言」と中宮「定子」の関係を正しく理解する。）
　予習ː（分）６０（作者「清少納言」が『枕草子』を執筆する背景について正しく理解する。）
　復習ː（分）６０（序段「春はあけぼの」に込められた、作者「清少納言」の感性を理解する。）

9
【中古の文学】『枕草子３』（「枕草子」章段を鑑賞し、作者「清少納言」の人物像に迫る。）
　予習ː（分）６０（「類聚的章段」から作者「清少納言」の感性を抽出する。）
　復習ː（分）６０（「紫式部」との関係を認識するとともに、「をかし」の文学と「あはれ」の文学についても理解する。）

10
【中世の文学】『平家物語１』（①中古から中世への文学の流れを知る②「保元・平治の乱」を知る③「平家」の台頭と没落を理解する。）
　予習ː（分）６０（貴族の社会から武士の社会へと変遷する過程を調べる。）
　復習ː（分）６０（「平清盛」と「源頼朝」の関係を理解し、「平家」が滅亡していく状況を認知する。）

11
【中世の文学】『平家物語２』（巻第一「祇園精舎」及び巻第十一「先帝入水」を鑑賞し、「無常観」を認識する。）
　予習ː（分）６０（「祇園精舎」を熟読し、その内容をよく理解する。）
　復習ː（分）６０（「平家物語」を通して、平安から鎌倉、鎌倉から江戸へと時代が変遷していった状況を認識する。）

12
【中世の文学】『方丈記』（①「隠者文学」を理解する。②『方丈記』の執筆の状況を知る。③作者「鴨長明」の「無常観」を理解する。）
　予習ː（分）６０（第一段「ゆく川の流れは絶えずして」を読み、「無常観」について理解を深める。）
　復習ː（分）６０（作者「鴨長明」の生い立ちを認識し、「鴨長明」の世界観を理解酢する。）

13
【中世の文学】『徒然草』（①作者「兼好」の「無常観」について理解する。②「徒然草」が後世に果たした役割を知る。）
　予習ː（分）６０（「花は盛りに」を熟読し、「兼好」の豊かな感性に迫る。）
　復習ː（分）６０（「兼好」と「鴨長明」の「無常観」の違いについて理解する。）

14
【近世の文学】『奥の細道』(「月日は百代の過客にして」・「立石寺」他※紀行文における独自の詠嘆的文章の確立）
　予習ː（分）６０（「近世文学」の特徴について調べる。）
　復習ː（分）６０（「松尾芭蕉」が築いた「俳諧」の世界を鑑賞し、自らの感性を磨く。）

15
【近代の文学】※明治以降から現代までの文学の流れ（※開国に伴う急速な西洋思想の流入と、「文学」という言語芸術の概念を理解する。）
　予習ː（分）６０（「明治維新」によって、「文学」にどのような影響・変化があったかを調べる。）
　復習ː（分）６０（「日本文学史」を理解し、「文学」が時代と共に変容し、その時代にどのような影響を与えたかを認識する。）

教科書･教材 特になし。毎時、個別にレジュメや資料（作品）を配布する。

参考書･
参考文献等

『日本古典文学大系』（岩波書店）監修：高木市之助他　　『概観　日本文学史』（建帛社）編者：岡一男　　『新潮日本古典集成』（新潮社）校注：福田秀一他　　『図説日本の古典』（集
英社）著者：郡司正勝他　　『日本古典読本』（筑摩書房）編者：秋山虔他　　『シグマ新日本文学史』（文英堂）編著：秋山虔・三好行雄　　『古典の裏』（笠間書院）著者：松村瞳　他

履修上の
注意等

学習レポートの提出あり。(PowerPoint・資料及びweb等による検索が必要)　授業内で小テストあり。(授業内で学習した内容の復習・追補）　小グループによるディスカッション・発表
あり。　倫理観を持って意欲的に取り組む。

実務経験との関
連

系列校の高等学校校長及び国語科の教員経験を活かし、日本文学の移り変わりを理解し、さまなざな作品の解釈から自分なりの作品観や価値観を深める内容の科目である。



【2104】 教養科目 人文・社会分野 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

法学 講義 小野昇平 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ▲ 期末試験
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授業内提出物 40 有

授業内活動

その他

計 100

フィードバックの方法

― ― ○ ○ ― ― ○ ○ ― ― ― ○ ○ ― ―

毎回の提出物にはコメントを付して
返却する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 様々な法についての知識

≪汎用的技能≫ 自分の主張を論理的に組み立てる

≪態度・志向性≫ 法の背景にある正義 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
この講義では、「法≒ルール／決まり事」について「考えてもらう」ことを目的とする。ニュースや新聞記事などでも目にする身近な問題や
社会問題を「法」というレンズを通してみることで、答えのない問題について、より深く「考える」ことができるようになる。また、グループ
ディスカッションを通して、物事を法的に考え、これを論理的に他人に説明する力を身につける。

グループディスカッション

授業の
到達目標

到達目標：①法的なものの考え方を身につけ、具体的な問題について、様々な角度から考え、自分の言葉で他人に説明できるようになること。②グループディスカッションを通じて、
自分の意見を他人に主張する能力を身に着けること。

単位認定の要件 到達目標①～②の観点からの評価の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1 法は何のためにあるのか―いろいろなルールを挙げて考えよう
　予習：自分の知っている「ルール」を最低10個考えてくる。そのうちの4つについてその存在意義を考えてくる。(90分)
　復習：授業の中で説明した「法の役割」を基に、予習で考えたルールを分類する(90分) 

2 法は何のためにあるのか②－「としょかんらいおん」から考える法の役割
　予習：「としょかんらいおん」のあらすじを調べてくる。「図書館」での決まり事を5つ考えてくる。(90分)
　復習：配布した資料をよく読んで、内容を説明できるようにしておく。(90分) 

3 法は何のためにあるのか③ー「決め方」についてのルール
　予習：学校での「席替え」のルールを3つ考えてくる（90分）
　復習：授業の内容を踏まえて、予習で考えた「席替え」のルールを考えなおす。（90分）

4 法の使い方を考えよう―昔話法廷を素材として、「要件と効果」「法と事実」について知る
　予習：「昔話法廷」で検索し、「三匹のこぶた裁判」の動画、資料に目を通しておく。（90分）
　復習：授業内で聞いた他のグループの意見を踏まえ、「三匹のこぶた裁判」について改めて結論を考える。（90分）

5 法の背景にあるものを考えよう①―どんなルールでもいいわけではないことを知る
　予習：「ルールに違反してもいい場合」について、具体例を5つ考えてくる。（90分）
　復習：授業内で聞いた他のグループの意見を踏まえ、「浦島太郎裁判」について改めて結論を考える。（90分）

6 法の背景にあるものを考えよう②―法の限界を知る
　予習：「超法規的措置」とはどのようなことで、日本における実例があるかを調べてくる。（90分）
　復習：「情状酌量」「執行猶予」について、ニュース記事で改めて調べてみる。（90分）

7 法を守らせるにはどうしたらいいだろう？―学校のルールを題材に
　予習：いままで自分がルールを守らなかった具体例を3つ、その理由も含めて考えてくる。（90分）
　復習：授業の内容を踏まえて、予習課題の事例でどうしたら自分はルールを守っていたかを考える。（90分）

8 法を守る「こころ」―規範意識とは何だろう？
　予習：「規範意識」が低い人、高い人の具体例をそれぞれ3つ調べてくる。（90分）
　復習：授業の内容を踏まえて、規範意識を高めるためにはどうしたらよいか考える。（90分）

9 法と「制裁」―刑法について知ろう
　予習：授業で配布した資料にある問いについて考えてくる。（90分）
　復習：授業で話した刑法の基本原則について、Webで調べて再確認する。（90分）

10 法と「制裁」②―死刑に意味はあるのだろうか？
　予習：「死刑」になるのはどのような人物か調べる。死刑制度はあった方がいいか自分の考えをまとめてくる。（90分）
　復習：授業内で話した「死刑」についての問題に関するニュース記事を3つ調べる。（90分）

11 法と日常生活①―民法の概要を知ろう
　予習：授業で配布した予習資料をよく読んで自分の考えをまとめてくる。（90分）
　復習：「契約」がどのような場合に成立するか、授業内容を踏まえて身近な事例を題材にして考える。（90分）

12 法と日常生活②―隣人訴訟を題材に「責任」の意味を考えよう
　予習：「不法行為」「過失」という言葉についてWeb等で調べて説明でいるようにしてくる。（90分）
　復習：授業で扱った隣人訴訟以外に「不法行為」が成立しそうな事例を3つ考える。（90分）

13 法と「世間」―隣人訴訟の後日談を素材にして考えよう
　予習：隣人訴訟について、賠償金の額を考えてくる。隣人訴訟の後に起きた出来事について自分の考えをまとめてくる。（90分）
　復習：法や裁判（判決も、訴訟を起こすことも含めて）に関して炎上した事例を調べる。（90分）

14 いじめ問題を「法」の観点から見てみよう
　予習：「いじめ」がどのような行為なのかを5つ調べてくる。それらが「犯罪」や「不法行為」になる可能性についても考える。（90分）
　復習：いじめ防止対策推進法の内容と問題点を調べて授業内容を振り返っておく。（90分）

15
ルールを作ること／もめごとを解決すること―「公正」なルールとは？
　予習：「修学旅行のおやつ」に関するルールを3つ、そのルールが必要な理由と併せて考えてくる。（90分）
　復習：初回授業で説明した社会において法が果たす役割を具体的に説明できるように授業内容を振り返る。（90分）

教科書･教材 特になし

参考書･
参考文献等

授業中に指示する。

履修上の
注意等

授業では教員の問いかけに対して発言をするなどの積極的な「参加」（≠出席）が必須となる。
履修希望者は初回講義日前日までに担当教員にその旨を伝えること。



【2105】 教養科目 人文・社会分野 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

経済学 講義 兼平拓道 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 期末試験 70 無

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 30 有

授業内活動

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○ ○

授業内提出物は各講義終了後に
回収し評価した上で次回の講義時
にフィードバックする。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ マーケットメカニズム 金融システム

≪汎用的技能≫ ケーススタディ 経済的実践力

≪態度・志向性≫ マネープランニング アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
私たちを取り巻く経済環境は時々刻々と変化している。そこで、この講義では「いま、何が起っているのか」をテーマに学習を進める。経
済学の基本的知識であるマーケットメカニズム、インフレとデフレ、金融システム、金利、株式、為替、財政、家計などをケーススタディに
よりわかりやすく解説する。

無

授業の
到達目標

経済学の基本的知識を使って、経済社会システムのダイナミックな変容を読み解き、将来への見通しを
的確に立てられる能力を身に付ける。グローバル経済の大きな潮流が家庭生活にどのような影響を与えているのかを分析し、ライフステージにおけるマネープランを設計できる経
済的実践力を習得する。総仕上げとして国際情勢の変容に伴う日本経済の将来を展望できる応用力を養成する。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1 経済学とは何か～経済学が、日常生活にどのように関わってくるのかについて考える。
　予習：(90分)身の周りの経済を考える。
　復習：(90分) メディアで経済ニュースを確認する。

2 モノの値段はどう決まるのか～経済的基礎条件の分析に必要な、マーケットメカニズムを学ぶ。
　予習：(90分)身の回りで、毎日、値段が変化している消費財を探す。
　復習：(90分) 価格変動のメカニズムを復習する。

3 好況や不況はどう決まるのか～インフレとデフレの仕組みを学びそれぞれのメリットとデメリットを理解する。
　予習：(90分)身の回りで値段が上がっている消費財を調べる。
　復習：(90分) 家庭でのインフレ対策を考える。

4 景気変動はなぜ生じるのか～戦後の経済史を振り返りながら、景気循環の仕組みについて学ぶ。
　予習：(90分)戦後の代表的な好景気を調べる。
　復習：(90分) 今が、景気循環ではどのあたりにいるのかを考える。

5 金融とは何か～金融市場における銀行の役割と企業の資金調達について学ぶ。
　予習：(90分)企業はなぜ資金が必要であるかを調べる。
　復習：(90分) 市中銀行のホームページを見て銀行の業務内容を再確認する。

6 金利はどう決まるのか～金利決定メカニズムを学び、金利上昇局面と金利低下局面の経済動向を分析する。
　予習：(90分)金利にはどんな種類があるのかを調べる。
　復習：(90分) 金利が１％上昇すると返済負担がどのくらい増えるのかをシュミレーションする。

7 日銀は何をしているのか～日本銀行の仕組みを学び、金融政策が経済に与える影響を分析する。
　予習：(90分)日本銀行のホームページを見て、業務内容などを調べる。
　復習：(90分) ゼロ金利政策のニュースを調べる。

8 バブル経済とは何か～バブル経済の発生と崩壊のメカニズムについて学ぶ。
　予習：(90分)バブル経済のニュース報道を調べる。
　復習：(90分) バブル崩壊で失敗した企業事例を調べる。

9 株の仕組みはどうなっているのか～株式投資のインカムゲインとキャピタルゲインの考え方を学ぶ。
　予習：(90分)東インド会社の起源を調べる。
　復習：(90分) 上場企業を１社ピックアップして、１か月間の値動きのグラフを作成しリスクとリターンを確認する。

10 為替とは何か～円高と円安の仕組みを学び、日常生活と関連づけて考える。
　予習：(90分)円高と円安に関連する経済ニュースをピックアップする。
　復習：(90分) 円安で恩恵を受ける企業を損失をうける企業を調べる。

11 政府と経済とはどんな関係があるのか～政府の財政政策が日本経済の重要な調節機能となっていることを学ぶ。
　予習：(90分)公共投資が私たちの生活に与える影響を調べる。
　復習：(90分) 財政赤字の削減策を考察する。

12 日本の財政と年金はどうなっているのか～日本の財政危機と年金危機について学ぶ。
　予習：(90分)日本の直近の予算を調べる。
　復習：(90分) 財政赤字の削減案を考察する。

13 家計とは何か～ライフステージにおけるマネープランを設計する方法を学ぶ。
　予習：(90分)ライフステージで必要なマネーを調べる。
　復習：(90分) マネープランニングにおけるポートフォリオを作成する。

14 国際経済の問題とは何か～国際情勢の変容と今後の日本経済を展望する。
　予習：(90分)ロシアのウクライナ侵攻後の国際情勢をニュースで調べる。
　復習：(90分) 直近のエネルギー価格の高騰などを世界各国ごとにまとめる。

15
まとめ～経済学の基本的知識と課題を総括する。
　予習：(90分)経済学で学んだことをノートなどにまとめる。
　復習：(90分) 経済学で学んだ感想や意見をノートなどにまとめる。

教科書･教材 特になし

参考書･
参考文献等

『日本経済新聞』（日本経済新聞社）『週刊東洋経済』（東洋経済新報社）『週刊ダイヤモンド』（ダイヤモンド社）

履修上の
注意等

日頃から、新聞やテレビなどの経済ニュースに目を通しておくこと。

実務経験との関
連

新聞社編集局の経済部としての実務経験を活かし、経済環境の変化等について、基本的知識であるマーケットメカニズム、インフレとデフレ、金融システム、金利、株式、為替、財
政、家計などを学ぶ科目である。



【2107】 教養科目 人文・社会分野 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

社会学 講義 中村光宏 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 60 無

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 20 有

授業内活動 20 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ― ― ○ ○ ― ○ ・授業後に提出するアンケート　に
「質問」等を記載する。
・「質問」等をメールか直接研　究室
に届ける。
・可能な限り、次の授業の冒頭　で
応える。当該科目の

キーワード

≪知識・理解≫ 政治、経済、学校・家庭・地域、歴史、宗教、環境などの基本的な知識の理解

≪汎用的技能≫ 課題思考力・問題解決力、能動的学修姿勢、判断力、表現力

≪態度・志向性≫ 課題に対する探究心・イデオロギー・平等性・協調性・学修に取り組む意欲 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要

私たち人間は、家庭や学校、地域や企業など「組織」や「集団」をつくって生活しており、その集合体では、個人と個人、集団と集団、ある
いは、個人と集団など、人間同士の関係のあり方やイデオロギーの違いによって「生きづらさ」を生み出してしまうこともある。特に現代
社会は、急激な科学技術の発達により、様々なシステムや価値観が生まれ、新たな社会問題を引き起こす要因になっている。
　この授業では、経済、政治、教育、歴史、宗教、文学、家庭、ジェンダーなど、幅広いテーマから誰もがぶつかる問題を抽出して、問題
解決に向けて真剣に考え模索する基本的な姿勢を身に付けさせることを目標とする。

アクティブラーニング（有）
「テーマ」「課題」に応じてグループ
ディスカッションを行い、グループご
とに発表する。
必要があればディベートを行う。

授業の
到達目標

①社会生活の中にはびこる課題に対して興味を持ち、問題解決のため真剣に模索する姿勢を身に付ける。 
②自己主張に固執せず、相手の意見も受け入れながら議論を深めて、より「生きやすい」社会を形成するために意欲的に学修する。
③自らの文化や伝統を改めて認識するとともに、グローバルな視点に立ち世界平和を探求する広い心を養う。
④社会が個の集合体であることを再認識し、人と人との関わり合いを深めると共に、「よりよい社会」を形成するために必要な知識とスキルを磨く。
⑤社会を様々な角度からとらえ、人々の多様性を認めて様々な人々が生きやすい社会を形成するために思考し取り組む。

単位認定の要件 到達目標①～⑤の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
"第一章「学校」教育現場における「競争」と「同化」　「学校化社会」における「学び」の本質を考える　
　予習：(分)６０分「日本の学校教育制度の変遷について調べておく。」
　復習：(分) ６０分「現代の学校教育における問題点を指摘し、その解決方法について自分の考えをまとめる。」                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                　
"                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

2
「学校」学力評価主義のひずみ　教育現場に巣食う「不登校」の問題について考える　　　　　　　　
　予習：(分)６０分「小・中・高における日本全体と青森県の不登校の実態について調べておく。」
　復習：(分) ６０分「日本の教育の現状を正しく理解するとともに、学校が果たす役割について自分の意見をまとめる。」

3
「学校」学校と課外活動　小学校の課外活動（全国大会）は必要か　サークル活動の指導現場の実態に迫る　「教師の多忙」「体罰」その他
　予習：(分)６０分「小学校の部活動の実態を調査し、現場で起きている問題を調べておく。」
　復習：(分) ６０分「教育現場で起きる体罰の実態を理解するとともに、その原因と解決策について自分の意見をまとめる。」　

4
「学校」日本型学校教育の裏側　「ブラック校則」はなぜ生まれたのか　１９９０年代に起きた「校内暴力」「学級崩壊」「学校崩壊」を考える
　予習：(分)６０分「自分が過ごしてきた小学校時代を振り返り、父母の様子、教師の様子、児童の様子を整理してまとめておく。」
　復習：(分) ６０分「学校が正常に機能するためには何が必要かについて、自分の考えをまとめる。」

5
「学校」「学校」における「いじめ」を考える　「いじめ」の実態とそのメカニズムを考える　「学校」「家庭」「社会」の関わり
　予習：(分)６０分「近年に学校で起きた″いじめ″で、全国的に問題となった事例について調べておく。」
　復習：(分) ６０分「″いじめ″が起きる原因を認識し、″いじめ″を無くすためにはどのような対策が必要か、自分の考えをまとめる。」

6
第二章ː「実社会」「差別」を考える　現代社会における「民族」「部落」「男女」「格差」等に係る「差別」問題を考える
　予習：(分)６０分「フェミニズム」について調べておく。
　復習：(分)６０分「現代社会にある男女差別の問題を正しく理解し、「差別」をなくすために何が必要か、自分の意見をまとめる。」 

7
「実社会」「優生思想」を考える　「旧優生保護法」を正しく理解し、「社会」との関わりの中でその問題点を考える。
　予習：(分)６０分「旧優生保護法について調べておく。」
　復習：(分)６０分「現実に起きた事件を検証し、優生思想がいかに危険な要素をはらんでいるかについて認識する。」 

8
「実社会」「犯罪」の実態と背景を考える　「破れ窓理論」と犯罪の厳罰化について考える。
　予習：(分)６０分「破れ窓理論について調べておく。」
　復習：(分)６０分「日本における厳罰（死刑制度）の是非について、自分の考えをまとめる。」 

9
「実社会」「環境問題」を考える　日本のエネルギー事情とカーボンニュートラルについて理解を深める
　予習：(分)６０分「高度成長期に発生した日本の公害問題が、社会全体にどのような影響を与えたかを調べる。」
　復習：(分) ６０分「現在の開発発達途上国がもたらす公害の影響について、どのように対策すべきか自分の考えをまとめる。」

10
「実社会」「労働」について考える　日本の「働き方」と「職場の人間関係」及び職場の「パワハラ」や「セクハラ」について考える
　予習：(分)６０分「ポストヒューマン社会とは何かを事前に調べておく。」
　復習：(分) ６０分「日本の労働形態について正しく認識し、未来の自分の働き方について理想図まとめる。」

11
第三章ː「家庭」「結婚」とは何か　「女性の社会進出」「夫婦別姓」「熟年離婚」を考える
　予習：(分)６０分「結婚後の姓の問題について、日本と海外の対応を調べておく。」
　復習：(分) ６０分「夫婦別姓について、その是非と日本における対応について自分の考えをまとめる。」　

12
「家庭」「家族」について考える　「少子高齢化」「限界集落」「老々介護」「地域活性化」等と重ね合わせて、「家族」の本質を考える
　予習：(分)６０分「日本及び青森県における、世帯数と人口の増減について事前に調べておく。」
　復習：(分) ６０分「地域活性化のために何が必要かについて、自分の考えをまとめる。」

13
「家庭」「親」と「子」の関係を考える　「児童虐待」「家庭内暴力間」「ひきこもり」の問題について考える
　予習：(分)６０分「将来、自分がどのような家庭を築きたいか、その予想図を作成する。」
　復習：(分)６０分「１８歳成人の是非を考え、親が子どもに対してどこまで責任を負うかについて、自分の考えをまとめる。」 

14
「家庭」「近代家族」の崩壊　「離婚」「再婚」「同性婚」等の新しい「家族」のカタチについて考える
　予習：(分)６０分「日本及び青森県の結婚・離婚について、近年の状況について調べておく。」
　復習：(分) ６０分「同性婚について、法整備が進まない現状を把握し、その原因がどこにあるかを自分の意見でまとめる。」

15
「探究のまとめ」「社会」と向き合う　「社会学」で学んだ諸問題を参考にして、自身が課題とする社会テーマを決め、それについて検証する　
　予習：(分)６０分「自身の社会問題テーマを一つ決めておく。」
　復習：(分) ６０分「自身のテーマとした理由と、それに対する自身の考えをまとめる。」

教科書･教材 特になし

参考書･
参考文献等

社会学をつかむ（有斐閣）西澤晃彦・渋谷望、社会学入門（有斐閣ストゥディア）筒井淳也・前田泰樹、本当にわかる社会学（日本実業出版社）
堀内進之介・大河原麻衣・山本祥弘・神代健彦、１４歳からの社会学（ちくま文庫）宮台真司、社会学の教科書（ちくま学芸文庫）ケン・プラマー他

履修上の
注意等

世の中の出来事をタイムリーなテーマとして取りあげるため、授業の順番を入れ替えたり新たなテーマと差し替えたりすることがある。
「社会」にある諸問題に対して興味関心を持つとともに、その解決のために意欲的に考察し、他者の意見交換しながら自身の考えをしっかりと主張する、真面目なな学修態度を基に
する。

実務経験との関
連

系列校の高等学校校長の教員経験を活かし、経済、政治、教育、歴史、宗教、文学、家庭、ジェンダーなど、幅広いテーマから誰もがぶつかる問題を抽出して、問題解決に向けて真
剣に考え模索する内容の科目である。



【2121】 教養科目 自然分野 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

自然科学概論 講義 友田志郎 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 期末試験 70 有

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 無

授業内活動 30 無

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ―

期末試験については、正答例を示
す

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 人類史　科学史

≪汎用的技能≫

≪態度・志向性≫ 　 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要 人類の歴史と科学・技術・知識・知恵の発展との関わりを中心に、自然科学の様々な分野の歩みを幅広く学ぶ 無

授業の
到達目標

①ヒト属の出現と変遷
②古代・中世・ルネッサンスの科学史
③近代社会と科学の関係
④地球の歴史・生命の歴史

単位認定の要件 到達目標①～④の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
ヒト属の歴史と科学
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

2
古代世界の科学
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

3
ルネッサンス・近代の科学
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

4
現代社会と科学
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

5
科学思想
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

6
物質と化学
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

7
原子
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

8
運動
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

9
電気と磁気
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

10
太陽・太陽系・地球の成り立ち
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

11
日本列島の成り立ち
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

12
地球と生命
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

13
医学と微生物
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

14
進化論
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

15
科学的思考
　予習：(分)
　復習：(180分) 講義中にノートした内容を再整理し、しっかりと理解する。

教科書･教材 特になし

参考書･
参考文献等

特になし

履修上の
注意等

試験はノート・資料の持ち込みを前提として行うので、暗記は必要ないが、講義内容をしっかりと理解し、復習時にノートした内容を整理すること。



【2237】 専門教育科目 専門に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

児童文化論 講義 吉田裕美子 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ☆ ☆ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 40 有

授業内活動 40 有

その他 20 無

計 100

フィードバックの方法

― ― ○ ○ ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ○ ―

提出物は評価後に返却する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 各年齢段階の遊びの理解

≪汎用的技能≫ 言語表現力

≪態度・志向性≫ グループワーク アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
児童文化について基礎的な学習をし、保育者としての視野を広め、保育技能を高める。絵本、遊び歌、シアター製作など保育で活かせ
る遊びを通して保育に活用できる言葉・技術等を学ぶ。受講人数に合わせて授業方法・形態を吟味しながら進め、体験的な学びの場を
目指す。

有（グループディスカッション、グ
ループワーク）                                        
                                        
                                        
                                        
                                        

授業の
到達目標

子どもの発達と絵本、紙芝居、パネルシアター、言葉遊び等に関する知識と技術を理解する。まずは、各自の幼少期体験を思い出すことから始め、現代社会の中で生きる子どもた
ちの現状に目を向けつつ、子どもが児童文化に親しむ保育環境を理解する。児童文化教材の特性を理解し、実際に教材作りを行い、子どもの遊びやイメージを豊かにし、感性を養
う環境構成や、保育の展開方法を理解する。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
保育と児童文化とは何か
　予習：(90分)　「子ども文化」と「児童文化」
　復習：(90分)　子ども観の変遷

2
子どもの文化財の歴史的背景
　予習：(90分)　子どもの文化財の成り立ちを学ぶ
　復習：(90分)　子どもの文化財の歴史を知ることの意義                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

3
子どもの発達とことば遊びの特性と理解
　予習：(90分)　子どもの発達と絵本の特性・理解
　復習：(90分)　子どもの発達に応じた絵本とは

4
子どもが「絵本」と出会う時ー「絵本」というメディア
　予習：(90分)　絵本と子どもの発達
　復習：(90分)　絵本の種類、選び方とは                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

5
絵本と子ども
　予習：(90分)　絵本を用いた実践
　復習：(90分)　実演、振り返り                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

6
子どもと遊び ①　「子どもの文化財の役割と活用法」
　予習：(90分)　絵本と子どもの発達
　復習：(90分)　わらべうたや手遊びに触れる"                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

7
子どもと遊び ② 「昭和時代の子どもの様子を通して考える」
　予習：(90分)　時代背景について調べる
　復習：(90分)　グループワークを通して学ぶ

8
"子どもと遊び ③「おやつの文化・お菓子の変遷」「おまけの文化」
　予習：(90分)　時代背景について調べる
　復習：(90分)　グループワークを通して学ぶ                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

9
児童文化財①「絵本・幼年童話・児童文学」
　予習：(90分)　絵本を読む環境づくりについて
　復習：(90分)　年齢に合わせた教材選びと実践

10
児童文化財②「紙芝居・人形劇・影絵・ペープサート・エプロンシアター」
　予習：(90分)　教材を使って保育方法・技術を学ぶ　
　復習：(90分)　年齢の発達に合わせた教材選びと実践

11
児童文化財③「昔話・素話・わらべうた・伝承遊び」
　予習：(90分)　教材を使って保育方法・技術を学ぶ　　
　復習：(90分)　年齢に合わせた教材選びと実践

12
シアター製作①（教材作り）
　予習：(90分)　子どもの文化財を手作りする
　復習：(90分)　お話の場面割り

13
シアター製作②（教材作り）
　予習：(90分)　子どもの文化財を手作りする
　復習：(90分)　お話の場面割りと読み方の工夫としめくくり

14
様々なシアターを使っての保育の展開を学ぶ
　予習：(90分)　子どもの文化財を手作りする
　復習：(90分)　お話の場面割りと読み方の工夫としめくくり

15
保育教材の研究発表とまとめ（手作り教材の実演）
　予習：(90分)　リハーサル（班ごとに作成した作品の確認）
　復習：(90分) 　保育現場で実践、振り返り、講評

教科書･教材 特になし

参考書･
参考文献等

特になし

履修上の
注意等

動きやすい服装を心がけること。表現活動には積極的・実践的に取り組むこと。



【2241】 専門教育科目 専門に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

児童心理学研究法 演習 小林琢哉 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ☆ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物

授業内活動 20 有

その他 80 有

計 100

フィードバックの方法

○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ―

授業内で課したレポート課題に対し
て添削・コメントをつけて返却する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 心理学における実験・調査法の理解

≪汎用的技能≫ 適性なデータ収集と分析の方法

≪態度・志向性≫ 仮説検証による問題解決の志向 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要 目 標：各種性格検査、心理実験、尺度の実施とデータ分析を通じて、心理学的手法による人間理解の実際について学ぶとともに、心理
・教育統計の基礎とその使用方法を習得する。

有り（心理実験・調査の実施
及びデータの解析）

授業の
到達目標

①性格検査、心理実験、尺度の実施方法の理解
②心理実験・調査のにおける基本的な考え方と実施方法の理解
③心理・教育統計におけるデータ分析の基本的な方法論を習得する。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
心理実験の方法と記述統計
　予習：(90分)心理学におけるデータの収集・分析方法について復習しておく。
　復習：(90分) 授業内の実験で得られたデータについて記述統計量を算出しグラフ化する。

2
性格検査①エゴグラム
　予習：(90分)エゴグラムの理論的背景について調べる。
　復習：(90分) エゴグラムの測定結果と性格についての自己理解とを比較考察する。

3
性格検査②YG性格検査
　予習：(90分)YG性格検査の成り立ちを調べる。
　復習：(90分) YG性格検査の結果と性格についての自己理解とを比較考察する。

4
性格検査③NEO-PIR
　予習：(90分)BigV理論について調べる。
　復習：(90分) NEOの測定結果とその他の性格検査との違いについて比較検討する。

5
性格検査④クレペリン検査
　予習：(90分)作業検査法について調べ、方法論上の特徴を把握する。
　復習：(90分) 実施結果と作業曲線の結果を要約し、自分の特徴を記述する。

6
心理実験①鏡映描写
　予習：(90分)学習の両側性転移について調べる。
　復習：(90分) 実験結果から、学習の両側性転移が認められたかどうかを考察する。

7
心理実験②ミュラー・リヤー錯視
　予習：(90分)ミュラー・リヤー錯視の大きさに影響すると思われる要因について検討する。
　復習：(90分) 実験の結果をもとに、錯視に影響する要因について考察する。

8
心理実験③ストループ効果
　予習：(90分)注意の過程における「抑制」について調べる。
　復習：(90分) ストループ課題の実施結果を分析し、その意味について考察する。

9
実験レポートのまとめ方
　予習：(90分)ストループ効果の実験についての分析を行っておく。
　復習：(90分) 実験で得られたデータの分析結果からどのようなことが考えられるかをレポートにまとめる。

10
心理実験④先延ばし傾向
　予習：(90分)日常生活において、取り組むべき課題を先延ばしにした経験の有無と、その時の心理について考える。
　復習：(90分) 先延ばし傾向の強さについて質問紙調査の結果をもとに考察する。

11
心理実験④ドット・プローブ課題
　予習：(90分)注意の偏りとは何か、その測定方法について学ぶ。
　復習：(90分) 実験結果から、注意の偏りがどの程度見られたかを考察しまとめる。

12
心理実験⑤心的回転
　予習：(90分)文字を反転・回転させた図形について、どの程度正確に文字と反転画像の区別をつけられそうか考えてみる。
　復習：(90分) 実験結果をもとに、イメージを回転変換する機能の働きについて考察する。

13
心理実験⑥系列位置効果
　予習：(90分)記憶の仕組みについて調べる。
　復習：(90分) 実験の結果をもとに、記銘リストの系列位置が記銘しやすさに与える影響について考察する。

14
心理実験⑦オペレーションスパンテスト
　予習：(90分)ワーキングメモリについて調べる。
　復習：(90分) 実験結果から、自己のワーキングメモリの容量と働きについてどのようなことが言えるか考察する。

15
心理実験⑧潜在的態度（Implicit Association Test）
　予習：(90分)社会心理学における態度について調べる。
　復習：(90分) IATの実験結果を参考に、潜在的な態度や偏見について考察する。

教科書･教材 特になし

参考書･
参考文献等

兵藤宗吉・須藤智（編）認知心理学基礎実験入門　八千代出版

履修上の
注意等

実験実施に支障をきたすので遅刻をしないように心がけること。



【2314】 専門教育科目 教科に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

家庭 演習 葛西美樹・工藤寧子 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

1 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト 30 有

授業内提出物 30 有

授業内活動 40 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

授業内小テスト・提出物・活動は授
業内でコメントをする。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 家庭科の3領域

≪汎用的技能≫ 生活課題の解決力

≪態度・志向性≫ 生活の管理、協調 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
小学校家庭科教育のために必要となる衣食住・家族・消費・環境などの基礎的な知識を
確認、習得する。生活をよりよくする視点をもち、自分の暮らしと結び付け、課題意識
を持ちながら総合的に学習する。

有(グループワーク)

授業の
到達目標

小学校家庭科で取り扱う「家庭生活・家族」「衣食住の生活」「消費生活・環境」領域の基礎的な内容を
理解し、知識を習得する。

単位認定の要件 講義内活動、講義内提出物、レポート課題等の取り組みを総合的に判断し60％以上の習得とする。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
ガイダンス 授業概要　（葛西）
　予習：(0分)
　復習：(45分) 　小学校家庭科の教科書を読む。

2
家庭科教育の特徴　（葛西）
　予習：(0分)
　復習：(45分) 　家庭科の特徴をプリントで確認する。

3
自分の成長と家族・家庭生活　（工藤）
　予習：(20分)　小学校家庭科の教科書の目次を見て確認する。
　復習：(25分)　小学校家庭科の教科書に記載されている場所を調べる。

4
家族の生活と仕事　（工藤）
　予習：(0分)
　復習：(45分)　小学校家庭科の教科書に記載されている場所を調べる。

5
家族や地域の人々とのかかわり　（工藤）
　予習：(0分)
　復習：(45分)　小学校家庭科の教科書に記載されている場所を調べる。

6
家族・家庭生活についての課題と実践　（工藤）
　予習：(0分)
　復習：(45分)　小学校家庭科の教科書に記載されている場所を調べる。家族・家庭生活の内容について確認する。

7
食事の役割　（葛西）
　予習：(20分)　食生活分野の学習内容について確認する。
　復習：(25分)　小学校家庭科の教科書に記載されている場所を調べる。　　

8
調理の基礎　（葛西）
　予習：(0分)　
　復習：(45分)　小学校家庭科の教科書に記載されている場所を調べる。　

9
栄養を考えた食事　（葛西）
　予習：(0分)
　復習：(45分)　小学校家庭科の教科書に記載されている場所を調べる。

10
衣服の着用と手入れ　（葛西）
　予習：(20分)　衣生活分野の学習内容について確認する。
　復習：(25分)　小学校家庭科の教科書に記載されている場所を調べる。

11
日常着の管理（実験）　（葛西）
　予習：(0分)
　復習：(45分) 　実験レポートの作成と提出

12
生活を豊かにするための布を用いた製作　（葛西）
　予習：(0分)
　復習：(45分)　小学校家庭科の教科書に記載されている場所を調べる。　

13
快適な住まい方　（葛西）
　予習：(20分)　住生活分野の学習内容について確認する。
　復習：(25分)　小学校家庭科の教科書に記載されている場所を調べる。 

14
物や金銭の使い方と買い物　（工藤）
　予習：(0分)
　復習：(45分)　小学校家庭科の教科書に記載されている場所を調べる。　

15
環境に配慮した生活　（工藤）
　予習：(0分)
　復習：(45分)　小学校家庭科の教科書に記載されている場所を調べる。家庭科の学習内容について確認する。

教科書･教材 小学校学習指導要領解説 家庭編
わたしたちの家庭科５・６（開隆堂），新しい家庭５・６（東京書籍）

参考書･
参考文献等

特になし

履修上の
注意等

家庭科教育法の基礎となる内容なので、知識の理解と定着に努めること



【2317】 専門教育科目 教科に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

小学英語 演習 杉本久美子 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

1 ○ 期末試験 70 有

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物

授業内活動 30 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ― ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ○ ○
期末試験は採点後返却し、解答の
説明を行う。授業内活動と提出物
についてはその都度内容確認と所
見を伝える。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 小学校での英語教育に必要な知識・英語力を身につける。

≪汎用的技能≫ 英語を通してコミュニケーションを図れるようになる。

≪態度・志向性≫ 英語を積極的に使う姿勢を身につける。 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
この授業では小学校で行われている英語教育について理解し、自らが指導者として実践できるようになることを目指す。学習指導要領
の目標や内容を踏まえ、子どもたちに適した授業を展開する上で必要な基礎的言語知識と指導方法を学ぶ。またクラスルーム・イング
リッシュを用いて授業ができるよう英語力の向上を図る。

有り。
（授業内でのアクティビティ等）

授業の
到達目標

目 標：小学校で行われる英語教育を実践するうえで必要とされる基礎知識と英語力を習得する。
テーマ：小学校英語教育の内容を知り、指導者として授業を実践することができるだけの英語力を身につける。

単位認定の要件 授業内活動（30％）、期末試験（70％）の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
授業概要（使用テキスト、授業展開方法、成績評価）説明、〈幼児のための英語〉Unit 1 Hello! ①　※①は語彙、発音、定型表現 ②は英文読解。
予習：(30分)　使用テキストの内容確認。　※２回目からは授業内にて指示。　
復習：(30分)　本時の学習内容の復習と定着を図る。※各回同様。

2
発達段階にあわせた英語の活動 Unit 1 Hello ②
予習：(30分)
復習：(30分) 

3
多感覚を用いた学び　Unit 2 Number and Colors ①
予習：(30分)
復習：(30分) 

4
多感覚を用いた学び　Unit 2 Number and Color ② 
予習：(30分)
復習：(30分) 

5
幼児の発達段階にあった英語遊び：身体を使った活動の意義　Unit 3 Let's play! Let's move! ①
予習：(30分)
復習：(30分) 

6
幼児の発達段階にあった英語遊び：身体を使った活動の意義　Unit 3 Let's play! Let's move! ②
予習：(30分)
復習：(30分) 

7
クイズを用いた学習：語彙や質問表現を学ぶ　Unit 4 Quiz show ①
予習：(30分)
復習：(30分) 

8
クイズを用いた学習：語彙や質問表現を学ぶ　Unit 4 Quiz show ②
予習：(30分)
復習：(30分) 

9
英語で質問したり答えたりする活動、他教科との関連づけ　Unit 5 I like fruit. ①
予習：(30分)
復習：(30分) 

10
英語で質問したり答えたりする活動、他教科との関連づけ　Unit 5 I like fruit. ②
予習：(30分)
復習：(30分) 

11
絵本の読み聞かせ　Unit 6 Reading a picture book ①
予習：(30分)
復習：(30分) 

12
絵本の読み聞かせ　Unit 6 Reading a picture book ②
予習：(30分)
復習：(30分) 

13
学習環境と学習ツール　Unit 7 Do you have a pencil? ①
予習：(30分)
復習：(30分) 

14
学習環境と学習ツール　Unit 7 Do you have a pencil? ②
予習：(30分)
復習：(30分) 

15
授業内容総括（まとめ・振り返り）
予習：(30分)
復習：(30分)　前期学習内容の復習と定着を図る。

教科書･教材 『楽しく教える子ども英語　Basic English for Teachers of Young Learners』　泉惠美子　多田玲子　田邊義隆　編著　朝日出版社　￥2000＋税

参考書･
参考文献等

特になし。

履修上の
注意等

15回の授業を通して小英語に必要とされる英語力の獲得も図ります。授業内活動には積極的な態度で取り組むこと。



【2401】 専門教育科目 各教科の指導法に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

国語科教育法 演習 船水周 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 40 無

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト 20 有

授業内提出物 20 有

授業内活動 20 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○ ―
①時間内に教師が答えを発表し、
学生に自己採点させる。
②提出物等の結果は、ICTの活用
や口頭により、全体に解説する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 新学習指導要領・言語の教育・国語学力

≪汎用的技能≫ 発表・質問・話し合い

≪態度・志向性≫ 協働性・探究性 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
国語科教育の目標・内容(教材)・方法(技術)等を体系的に学び、小学校国語科の授業者に求められる資質・能力を
形成するため、授業では、講義のほか、学生の主体的学習(演習)や話し合い活動(協議)、ICTの活用等も積極的に取
り入れる。

有(演習、個別･ペア･グループ
ワーク学習等)

授業の
到達目標

①国語科の構造(国語教育と国語科教育)及び国語科の学習内容について、理論的に理解する。
②新学習指導要領の趣旨を踏まえ、小学校国語科で育成する資質・能力について探究する。
③国語科授業における効果的な指導法やICTを活用した指導技術の基礎を修得する。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
【新学習指導要領①】「改訂の経緯・要点」全体構成、国語科で目指す資質・能力、国語科の目標・内容〈国語教育と国語科教育、国語学力等〉
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく 

2
【新学習指導要領②】「知識及び技能」(1)言葉の特徴や使い方(話し言葉と書き言葉、漢字と語彙、文と文章)〈言葉による見方・考え方等〉
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく  

3
【新学習指導要領③】「知識及び技能」(2)情報の扱い方(情報の扱い方、情報と情報の関係、情報の整理)〈学習指導計画と評価〉
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく 

4
【新学習指導要領④】「知識及び技能」(3)我が国の言語文化(伝統的な言語文化、言葉の由来、書写、読書)〈指導計画の内容の取扱い①〉
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく  

5
【新学習指導要領⑤】思考力、判断力、表現力「A 話すこと・聞くこと」の学習過程と指導事項、言語活動例〈指導計画の内容の取扱い②〉
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく 

6
【新学習指導要領⑥】思考力、判断力、表現力「B 話すこと・書くこと」の学習過程と指導事項、言語活動例〈学習指導評価①〉
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく 

7
【新学習指導要領⑦】思考力、判断力、表現力「C 読むこと」の学習過程と指導事項、言語活動例〈学習指導評価②〉 　授業内小テスト①
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく  

8
【新学習指導要領⑧】「語彙指導の改善・充実」学習指導要領と言語活動の充実〈教材開発課題①〉　授業内小テスト②
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく  

9
【新学習指導要領⑨】「非連続テキスト〈文章と図表〉を読む指導の改善・充実」〈教材開発課題②〉　授業内小テスト③
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく 

10
【新学習指導要領⑩】「我が国の言語文化に関する指導の改善・充実」言葉の由来や変化、書写に関する事項〈教材開発課題③〉
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく 

11
【新学習指導要領⑪】「学年別漢字配当表」（都道府県名の漢字の追加)「漢字指導の改善・充実」 〈学習指導案作成①〉
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく  

12
【新学習指導要領⑫】「読書に関する事項」学校図書館の利活用、読書活動の推進　〈学習指導案作成②〉
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく  

13
【国語科授業改善①】国語科における「主体的・対話的で深い学び」 (ICTの活用)〈国語科教育の歴史①〉 国語科基本用語小テスト①
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく 

14
【国語科授業改善②】国語科における「授業(学習)評価の改善・充実」 (ICTの活用)〈国語科教育の歴史②〉 国語科基本用語小テスト②
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく 

15
【国語科授業改善③】言葉による「見方・考え方」の整理 (ICTの活用)〈学校における国語教育・国語科教育〉 国語科基本用語小テスト③
　予習：(30分)授業内容について、教科書の該当箇所、学習指導要領等から確認し、丁寧に読んでおくこと
　復習：(60分)授業内容のポイントを箇条書きで整理するとともに、自分の考えをまとめておく 

教科書･教材 文部科学省〈平成29年告示〉『小学校学習指導要領解説 国語編』(東洋館出版2018) 
田近洵一･大熊徹他編『小学校国語科授業研究第五版』(教育出版2018)』  レジュメ

参考書･
参考文献等

吉田裕久・水戸部修治編著『小学校学習指導要領ポイント総整理』(東洋館出版)

履修上の
注意等

授業内容の理解と定着のため、読んだり、書いたり、考えたりする活動を重視する。教科書の該当部分等、予習して授業に臨む。

実務経験との関
連

公立小学校の教諭・教頭・校長、国語教育雑誌・書籍、新聞等の原稿執筆者としての実務経験を活かし、国語教育及び国語科教育の理論と実践（具体的技能）について指導する科
目である。



【2402】 専門教育科目 各教科の指導法に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

社会科教育法 演習 大瀬勝彦 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 60 有

授業内活動 30 有

その他 10 無

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ― ― ― ― ○ ― ○

学習指導案で示された指導構想に
対しての感想や授業実践に向けて
の助言を実施する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 社会科教育のねらいの理解

≪汎用的技能≫ 学習指導案作成・模擬授業実践

≪態度・志向性≫ 地域教材の取り組み アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
○社会科の学習指導要領の趣旨を理解するとともに，社会科の学習指導の基礎的基本的な知識・技能の習得を図る。
○教材研究，学習指導案作成，模擬授業実践を通して，発問の仕方，資料提示の仕方・活用 等実践につながる方法を習得し，授業実
践に取り組める土台を育成する。

有（グループディスカッション、模擬
授業）

授業の
到達目標

社会科教育の理解と社会科授業実践に向けて 
①学習指導要領（社会科）の理解 
②問題解決的学習の理解 
③地域教材を取り入れた教材研究 
④学習指導案作成と授業実践の取り組み

単位認定の要件 学習指導案・地域教材の取り組みと模擬授業の感想・意見が60％以上評価できる内容であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
オリエンテーション 
　予習：解説の「第１章　総説　１改訂の経緯及び基本方針」を熟読する(３０分)
　復習：解説の「第１章　総説　２社会科改訂の趣旨及び要点」を熟読する(６０分) 

2
社会科の目標及び内容
　予習：解説の「第２章　第１節社会科の目標」を熟読する(４５分)
　復習：解説の「第２章　第２節社会科の内容構成」を熟読する(４５分) 

3
第３学年の目標及び内容
　予習：解説の「第３章　第１節　第３学年の目標」を熟読する(３０分)
　復習：解説の「第３章　第１節　第３学年の内容」を熟読する(６０分) 

4
第４学年の目標及び内容
　予習：解説の「第３章　第２節　第４学年の目標」を熟読する(３０分)
　復習：解説の「第３章　第２節　第４学年の内容」を熟読する(６０分) 

5
第５・６学年の目標及び内容
　予習：解説の「第３章　第３節　第５学年の目標及び内容」を熟読する(４５分)
　復習：解説の「第３章　第４節　第６学年の内容及び内容」を熟読する(４５分) 

6
教材研究の視点
　予習：模擬授業実施単元の候補を２～３に絞る(３０分)
　復習：決定した単元の指導計画の素案を検討する(６０分) 

7
地域教材の教材化
　予習：地域教材の素材を探す(３０分)
　復習：どの単元で取り上げるのか検討する(６０分) 

8
学習指導案の作成 (学習指導案作成の基本)
　予習：実施単元の決定(３０分)
　復習：本時のねらいの検討(６０分) 

9
学習指導案の作成 (指導案作成のキーポイントの決定)
　予習：学習課題の素案検討(３０分)
　復習：学習課題の決定と展開の検討(６０分) 

10
学習指導案の作成 (指導案作成実施）
　予習：前段部分の素案作成(３０分)
　復習：展開部分の素案作成(６０分) 

11
学習指導案の作成 (指導案完成・相互評価）
　予習：板書計画の素案作成(３０分)
　復習：評価計画の作成(６０分) 

12
模擬授業の実施 (模擬授業・授業研究会～3学年授業）
　予習：作成した学習指導案の熟読(３０分)
　復習：作成した学習指導案の修正(６０分) 

13
模擬授業の実施（模擬授業・授業研究会～4学年授業）
　予習：作成した学習指導案の熟読(３０分)
　復習：作成した学習指導案の修正(６０分) 

14
模擬授業の実施（模擬授業・授業研究会～５・６学年授業）
　予習：作成した学習指導案の熟読(３０分)
　復習：作成した学習指導案の修正(６０分) 

15
社会科における評価について
　予習：正答が複数ある評価問題の作成(３０分)
　復習：評価計画の作成(６０分) 

教科書･教材 「新しい社会科 3年 」（東京書籍）,「新しい社会科 4年 」（東京書籍） 「小学校学習指導要領解説　社会科編」　（文部科学省）

参考書･
参考文献等

小学生の地図帳（帝国書院）　「新しい社会科 ５年 」（上、下）（東京書籍）,「新しい社会科 ６年 」（歴史編、政治・国際編）（東京書籍）

履修上の
注意等

教育実習・教育現場で、社会科の授業実践に対応できるよう，意見発表等で積極的な取り組みをお願いします。



【2403】 専門教育科目 各教科の指導法に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

算数科教育法 演習 久慈和寛 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ 期末試験 40 無

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 30 無

授業内活動 30 無

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ―

授業の中で作成させる指導案の提
出、添削、個別指導を通して、学生
の疑問や悩みに答える。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 小学校学習指導要領の内容理解及び系統性

≪汎用的技能≫ 思考力・判断力・表現力

≪態度・志向性≫ 学びに向かう態度、意欲 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
小学校算数科の目標について理解し、算数の領域の内容及び具体的な教材について、子どもに学習させるねらいと教材の本質はどの
ようなことであるのかについて学習する。
実際の授業を行う子どもがどのような考え方を示すのか考察し、それに対応するための考え方について理解を深める。

有（指導案（細案）の作成、提出及
び個別指導→修正のサイクル）

授業の
到達目標

①小学校学習指導要領（算数編）の見方・考え方を理解し、算数・数学の各領域における内容及び系統性を把握できる。
②日常の事象から見いだした事柄を、数学的な手法を用いて算数・数学の舞台に乗せる方法について理解できる。
③算数・数学の特性について理解し、授業づくりに生かすことができる。
④指導案の様式や各項目の内容について理解し、指導案を作成することができる。

単位認定の要件 到達目標①～④の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
ガイダンス（授業の概要、留意点、評価、準備物 等）、学習指導要領（算数編）について
　予習：(30分)学習指導要領解説算数編のP１～５を改訂の基本方針の要旨の把握に努める。
　復習：(30分)算数・数学科における「主体的・対話的で深い学び」の内容について再確認する。 

2
算数教育の目標及び学習指導要領（算数編）の見方・活用の仕方について
　予習：(60分)学習指導要領解説（算数編）P322・323、P329～3388を読み、内容の理解に努める。
　復習：(30分) 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の意味を再確認する。

3
算数科の学習指導計画と評価、算数科の研究課題について
　予習：(60分)学習指導要領解説（算数編）P6～32を読み、内容の理解に努める。
　復習：(30分)学習指導要領解説（算数編）の目標や内容の改善点を再確認する。 

4
指導案（細案）の様式及び内容、行動目標について
　予習：(60分)学習指導要領解説P248・249、P252～254、それに伴う資料（学校図書５年上　指導書）を読んでくる。
　復習：(30分) 教材観のとらえ方、行動目標について確認する。

5
模擬授業及び研究協議
　予習：(30分)模擬授業の「四角形の４つの角の大きさの和」（学校図書５年上P116・１１７）の内容及びその流れを確認する。
　復習：(30分)模擬授業における添加愛の仕方、教具の工夫等について振り返る。 

6
単元の指導計画について、指導案の作成
　予習：(30分)単元の指導計画と本時の指導の関連を考える。
　復習：(30分）指導案の作成継続。特に、単元の指導計画と本時の指導の時間配分の検討する。

7
指導と評価の一体化のとらえ方について、指導案の作成
　予習：(30分)本時の展開の形式、流し方について考える。
　復習：(30分) 指導案の作成を継続する。

8
指導案の作成、提出→添削→個別指導→修正
　予習：(60分)本時の展開の流し方について考える。
　復習：(60分) 指導案の作成を継続する。

9
指導案の作成、提出→添削→個別指導→修正
　予習：(60分)本時のねらいと本時の展開の整合性について考える。
　復習：(30分) 指導案作成の継続。個別指導で添削を受けた部分、内容について検討する。

10
指導案の作成、提出→添削→個別指導→修正
　予習：(60分)本時の展開について考える。
　復習：(30分) 指導案作成の継続。個別指導で添削を受けた部分、内容について検討する。

11
指導案の作成、提出→添削→個別指導→修正
　予習：(60分)本時の展開と評価の位置付け、内容、方法について考える。
　復習：(30分)指導案の作成の継続。個別指導で添削を受けた部分、内容について検討する。

12
指導案の作成、提出→添削→個別指導→修正
　予習：(60分)本時の展開について考える。
　復習：(30分) 指導案の作成の継続。個別指導で添削を受けた部分、内容について検討する。

13
指導案の作成、提出→添削→個別指導→修正
　予習：(60分)指導案全体の流れ及び整合性について考える。
　復習：(30分)指導案の作成の継続。個別指導で添削を受けた部分、内容について検討する。 

14
指導案の作成、提出→添削→個別指導→修正
　予習：(60分)指導案の提出に向けての最終確認をする。
　復習：(30分) 次回の講義の時間での試験に向けての準備をする。

15
指導案の作成、提出→添削→個別指導→修正、まとめ、試験
　予習：(60分)試験を受けるための準備をする。
　復習：(30分)指導案を作成する方法の振り返りをする。

教科書･教材 ・小学校学習指導要領解説 算数編 ・新版 算数科教育研究

参考書･
参考文献等

・小学校学習指導要領　・中学校学習指導要領解説　数学編
・小学校算数（「学校図書」　１・２・３・４・５年上・下　６年）

履修上の
注意等

・指導案の提出が要件になっていることを自覚して講義に参加すること。



【2404】 専門教育科目 各教科の指導法に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

理科教育法 演習 花田裕 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 30 無

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 40 無

授業内活動 30 無

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

各レポートや提出物の評価規準を
示し､授業で解説する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ ･目標と指導内容の理解 ･目標と指導内容の理解

≪汎用的技能≫ ･児童理解と指導法 ･教材活用と課題解決力

≪態度・志向性≫ ･課題意識 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要

理科教育法を初めて学ぶ学生を対象としている｡そこで､理科を学ぶ意義と学習指導要領解説書に記載されている内容について理解す
る。特に領域別の見方や各学年で示されている考え方を整理し、教科横断的な視点に立った資質･能力の育成について探求する｡また
指導細案作成演習を行う際､児童の｢課題発見･探究活動｣を視点に指導ポイントを明らかにし､児童の思考力を高める模擬授業を実施
することで､指導法の基礎･基本を身に付ける。

有(グループディスカッション
     グループワーク)

授業の
到達目標

①各領域等の見方･考えた方を働かせることの意義について理解することができる。
②児童に付けたい資質･能力について理解することができる。
③課題発見･探求を視点とした指導案を作成することができる。
④模擬授業を通し､児童の思考に沿った指導ができる。

単位認定の要件 到達目標①～④の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
第１章 理科教育の必要性（目標、資質･能力、課題）
　予習：(60分)教科目標の｢見方､考え方｣｢見通しをもって｣｢問題を科学的に解決する｣という部分の意味を考察すること。
　復習：(60分)理科では児童にとってどのような学習方法が大切か､その学習が児童にとって将来何に役立つのか考察すること。 

2
第２章 これからの理科授業(主体的･対話的で深い学び､習得と活用)
　予習：(60分)｢主体的・対話的で深い学び｣について中央教育審議会ではどのように定義しているかまとめること。
　復習：(60分) ｢主体的・対話的で深い学び｣が成立する要点を整理し､具体的に教師にとって授業の何が変わるのか考察すること。

3
第３章 Ａ分野(粒子･エネルギー)の内容と見方
　予習：(60分)粒子の見方である｢質的･実体的な視点｣､エネルギーの見方である｢量的･関係的な視点」について説明できるようにすること。
　復習：(60分) ｢粒子・エネルギー｣分野の見方を基に､関係する単元の指導計画と系統性について考察すること。

4
          Ｂ分野(生命･地球)の内容と見方
　予習：(60分)生命の見方である｢共通性･多様性な視点｣､地球の見方である｢時間的･空間的な視点｣について説明できるようにすること。
　復習：(60分) ｢生命・地球｣分野の見方を基に､関係する単元の指導計画と系統性について考察すること。

5
第４章 ３,４学年の内容と考え方
　予習：(60分)｢比較､関係付け｣という考え方について､説明できるようにすること｡
　復習：(60分)3,4学年の授業の中で｢差異点・共通｣｢既習の内容や生活経験 ｣という視点を生かす活動場面を考察すること。

6
　　　　5,6学年の内容と考え方
　予習：(60分)｢条件制御、多面的に調べる｣という考え方について､説明できるようにすること｡
　復習：(60分)5,6学年の学習の中で｢予想や仮設｣｢より妥当な考え方｣ という視点を生かす活動場面を考察すること。

7
第５章 課題解決の過程を通じた学習活動(思考ツール、ものづくり)
　予習：(90分)理科学習(授業)の必要性を実感できるには､どのような授業をすればよいか考察すること。
　復習：(90分)子どもたちが作れる実験・観察教材を一つ考えて､提案書を作成すること。

8
第６章 コンピュータ等の情報機器の活用(思考･判断･表現力の育成)
　予習：(60分)理科授業で活用可能な情報機器には､どんな機器があるか調べておくこと。
　復習：(60分)TV､インターネットの効果的な活用について考察すること。 

9
第７章 実験･観察の指導法と事故防止について
　予習：(60分)実験・観察を行う意義と､授業における位置づけについて調べておくこと
　復習：(60分)事故を未然に防ぐための薬品濃度の管理､野外観察について､生徒指導の視点で整理すること。 

10
第８章 評価方法について
　予習：(60分)｢知識・技能｣｢思考・判断・表現力｣｢主体的に取り組む態度｣の3観点を基に理科の評価視点を整理すること。
　復習：(60分)｢思考・判断・表現力｣の評価視点において､学年間の関係についてまとめること。

11
第９章 学習指導細案の構成項目について（項目内容の理解）
　予習：(60分)一般にどの学校でもほぼ共通して指導案に記載している事項について､整理し説明できるようにしておくこと。
　復習：(60分)指導案に記載している事項が､理科学習指導要領解説書のどこの部分に主に述べられているか考察すること。 

12
第10章 指導案の作成と検討(学年･単元設定も含む）
　予習：(60分)各グループごとに学年設定､単元観､指導観､評価・指導計画について話し合いし､指導案の前段部を作成すること。
　復習：(60分)作成した前段部の指導案をもとに､理科の課題解決過程を視点に協働し､後段部である本時の授業を作成すること。

13
第11章 Ａ分野模擬授業(実験考察の場面を含む)
　予習：(60分)指導案に児童が｢理科の見方・考え方｣を働かせ､主体的に関わりながら問題発見・解決を促す場面を検討すること。
　復習：(60分) 模擬授業において､第8章で述べた評価視点をどのように見取ったかを検証し改善点を考察すること。

14
           Ｂ分野模擬授業(観察考察の場面を含む)
　予習：(60分)指導案に児童が｢理科の見方・考え方｣を働かせ､主体的に関わりながら問題発見・解決を促す場面を検討すること。
　復習：(60分)模擬授業において､第8章で述べた評価視点をどのよう見取ったかを検証し改善点を考察すること。

15
第12章 教師の姿勢と理科授業
　予習：(60分)模擬授業を通して①主体性②発問③板書･ノート指導④実験・観察⑤評価視点⑥安全指導を視点にレポートにまとめること。
　復習：(60分)予習レポートの発表を聞きながら自分のレポートに加筆・訂正を加えること。 

教科書･教材 文部科学省『小学校学習指導要領解説 理科編』東洋館出版

参考書･
参考文献等

｢小学校教員志望学生のための理科教育入門書｣（東洋館出版）、｢最新小学校理科教育法｣（学文社）、「若い先生のための理科教育学概論｣（東洋館出版　畑中忠雄著）、｢初等理
科教育｣（ミネルヴァ書房）

履修上の
注意等

レポート様式はA４横書きです。

実務経験との関
連

公立中学校校長・理科教育研究会部会長の経験を活かし、問題解決の活動を視点とした指導法と、児童の学びの過程おいて｢見方･考え方｣を働かせた授業実践について考察する
科目である。



【2406】 専門教育科目 各教科の指導法に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

音楽科教育法 演習 一戸智之 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 70 有
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礎
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の
体
系
的
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解
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・
異
文
化

文
化
・
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・
自
然
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｜
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ン
ス
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ル
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量
的
ス
キ
ル

情
報
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テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力
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｜
ム
ワ
｜
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リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト 10 有

授業内提出物 10 有

授業内活動 10 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ 弾き歌いの技能を問う実技試験
は、全員による発表会形式で実施
し、教員による講評と履修者全員で
振り返りを行うとともに、個別的指
導を通じて各々の課題を明確化し
継続的な取り組みを促進する。当該科目の

キーワード

≪知識・理解≫ 音楽理論、歌唱法、ピアノ伴奏法、リコーダーの奏法

≪汎用的技能≫ 指導方法・技術

≪態度・志向性≫ グループ活動、協調的な学び アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要

理論と実践に基づいた歌唱、ピアノ、鍵盤ハーモニカ、リコーダー、小打楽器、和楽器等の基礎的な表現法および指導法を体得するとと
もに、音楽科教育の実践研究の動向を分析した上で、大綱的な基準である学習指導要領に明示されている表現および鑑賞の活動を展
開するための見方・考え方の基盤となる〔共通事項〕を踏まえた指導性の意義と指導内容、評価の観点、評価規準、評価の方法につい
て学修する。模擬授業を通じて、実際の教育現場を想定した指導方法・技術の獲得を目指す。

有（グループワーク、グループディ
スカッション、グループ発表）

授業の
到達目標

①表現及び鑑賞の活動を展開していく上で必須とされる歌唱法とピアノ伴奏法を習得する。
②リコーダー、鍵盤ハーモニカ、小打楽器、和楽器等の基礎的な奏法とそれらの指導法を理解する。
③初等教育で必要とされる基礎的な音楽理論を理解する。
④全学年（１～６年生）の歌唱共通教材および鑑賞教材の曲想と楽曲構造を理解する。 
⑤学習指導要領に基づく音楽科教育の意義、指導内容、評価の観点、評価規準、評価方法、指導方法・技術について実践的に理解する。

単位認定の要件 到達目標①～⑤の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
本授業の目的、概要と計画
　予習：(20分)テキスト「Ⅰ 小学校音楽科の意義」（6ページ～）を通読し、音楽科教育の趣旨を理解する。
　復習：(30分) 15回の授業を受講するにあたって必要とされる音楽理論及び技能について各自確認し、学修目標・計画を立てる。

2
小学校学習指導要領音楽科の目標、各学年の目標と指導内容
　予習：(20分)学習指導要領の内容を構造的に理解する。
　復習：(30分)小学校学習指導要領解説音楽編第２章以降を通読し、概略を理解する。 

3
子どもの音楽の理解と音楽的発達、歌唱共通教材研究①（低学年）
　予習：(20分)歌唱共通教材低学年について歌唱実践とピアノ演奏を通じて歌詞や旋律、リズムの特徴を理解する。
　復習：(40分)「曲想と音楽を形づくっている要素」を理解しながら弾き歌いの練習をする。

4
鍵盤ハーモニカとリコーダーの奏法と指導法～音楽づくりの発想を得る指導や見通しをもった活動、歌唱共通教材研究②（中学年）
　予習：(20分)歌唱共通教材中学年について、歌唱実践とピアノ演奏を通じて歌詞や旋律、リズムの特徴を理解する。
　復習：(40分)「曲想と音楽を形づくっている要素」を意識しながら弾き歌いの練習をする。

5
リコーダー、鍵盤ハーモニカ、歌唱による音楽づくり　歌唱共通教材研究③（高学年）
　予習：(20分)歌唱共通教材高学年について、歌唱実践とピアノ演奏を通じて歌詞や旋律、リズムの特徴を理解する。
　復習：(40分)「曲想と音楽を形づくっている要素」を意識しながら弾き歌いの練習をする。

6
歌唱共通教材の弾き歌い発表会、器楽合奏と音楽づくり～〔共通事項〕に示されている「音楽を形づくっている要素」の知覚と感受
　予習：(60分)弾き歌い課題曲の音程やリズム等を確認し、曲の特徴にふさわしい表現を工夫し、どのように歌うかについて思いや意図を持つ。
　復習：(30分)各グループで本時の発表について振り返りを行い、グループディスカッションを通してより豊かな表現力の向上を目指す。

7
ＩＣＴを活用した鑑賞領域の指導法～曲想及びその変化と音楽の構造との関わり
　予習：(20分)小学校学習指導要領解説音楽編鑑賞領域に関する箇所を通読しておく。
　復習：(30分)配布資料を再読し、自己課題を明確化する。

8
器楽合奏中間発表会と振り返り
　予習：(60分)各グループで課題曲についてディスカッションを行い、どのように演奏するかについて思いや意図をもち、発表会に生かしていく。
　復習：(30分)各グループで中間発表について振り返りを行い、本発表に向けて改善すべき点を明確化する。

9
学習指導計画の作成とその基本的な考え方
　予習：(30分)テキスト「Ⅲ 学習指導計画の作成」（60ページ～）を通読しておく。
　復習：(60分)各グループで学習指導計画の意義を理解し、模擬授業実践に向けて音楽科の題材構成と〔共通事項〕の内容を理解する。

10
器楽合奏発表会と振り返り
　予習：(60分)グループでディスカッションを行い、どのように全体のまとまりを意識した音楽をつくるかについて思いや意図をもつ。
　復習：(30分)各グループで本時の発表会の評価を行い、今後の器楽領域の指導実践に生かせるようにする。

11
評価の観点及びその趣旨、評価規準の作成方法　
　予習：(30分)テキスト「Ⅲ学習指導計画の作成　5 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善及び6 音楽科の評価」を通読しておく。
　復習：(60分)グループごとに学習指導案の内容を検討する。

12
教材研究と学習指導案の作成
　予習：(60分)各グループで学習指導案の本時の学習内容、学習活動、教師の働きかけ、評価規準等を検討する。
　復習：(60分)次回以降の模擬授業実践のための準備・リハーサルを行う。

13
模擬授業①（低学年）～実践と振り返り
　予習：(60分)「小学校学習指導要領解説 音楽編」の教科の目標、低学年の目標及び内容、指導計画の内容と取扱いについて確認しておく。
　復習：(30分)各グループで本時の模擬授業の振り返りを行い、改善点を明確化し、今後の授業実践に生かせるようにする。

14
模擬授業②（中学年）～実践と振り返り
　予習：(60分)「小学校学習指導要領解説音楽編」の教科の目標、中学年の目標及び内容、指導計画の内容と取扱いについて確認しておく
　復習：(30分)各グループで本時の模擬授業の振り返りを行い、改善点を明確化し、今後の授業実践に生かせるようにする。

15
模擬授業③（高学年）～実践と振り返り
　予習：(60分)「小学校学習指導要領解説音楽編」における教科の目標、高学年の目標及び内容、指導計画の内容と取扱いについて確認しておく
　復習：(30分)各グループで本時の模擬授業の振り返りを行い、改善点を明確化し、今後の授業実践に生かせるようにする。

教科書･教材 「新版 教員養成課程 小学校音楽科教育法（教育芸術社）」「小学校学習指導要領解説 音楽編（文部科学省）」「小学生の音楽１～６（教育芸術社）」
「最新 学生の音楽通論（音楽之友社）」「五線譜ノート（各自用意してください）」

参考書･
参考文献等

小学校学習指導要領 音楽

履修上の
注意等

ピアノ実技については毎日の練習を心がけてください。



【2407】 専門教育科目 各教科の指導法に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

図画工作科教育法 演習 蝦名敦子 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 60 有

授業内活動 40 無

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ―

提出作品をみんなで鑑賞したり、
ワークシート、学習指導案について
検証し合い、指導を加える。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 造形的見方・考え方、造形的特徴の理解

≪汎用的技能≫ 材料・用具の扱い方、創意工夫する能力

≪態度・志向性≫ つくりだす喜び、共同製作、協働的な造形活動 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要 図画工作科の学習指導要領について、材料や用具、子どもの実態、題材論の観点から分析的に理解を進め、実践的に表現と鑑賞の指
導内容を理解する。それらの基礎的知識や技術を基に、題材を考案したり教科書などから選択し、教材化して学習指導案を作成する。 有（グループワーク、実習）

授業の
到達目標

学習指導要領を通して図画工作の学習内容について多角的な理解ができ、実際に表現や鑑賞の実践を通して、指導に必要な基礎的知識や技術を習得する。また、題材を考案し、
教材化して、安全面、環境を考慮した学習指導案を作成することができるようになる。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
学習指導要領の改訂とこれからの図画工作科の在り方、目標
　予習：(分)
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。

2
学習指導要領の分析的理解１（材料・用具の扱い）
　予習：(30分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。

3
学習指導要領の分析的理解2（子供の発達過程）
　予習：(30分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。 

4
学習指導要領の分析的理解3（題材論）
　予習：(30分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。
　

5
表現1 造形遊びについて（実践例の紹介と材料の準備）
　予習：(30分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。 

6
造形遊びの実践（造形活動と鑑賞）
　予習：(30分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。 

7
表現2 立体、工作に表す活動について（実践例の紹介と材料）
　予習：(30分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。 

8
立体製作の実践
　予習：(30分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。 

9
立体作品の鑑賞と振り返り（ワークシート）
　予習：(30分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。

10
表現3 絵（コラージュ）（モチーフの収集、発想・構想）
　予習：(30分) 作品の題材について事前に考える。
　復習：(30分) 製作の材料を準備する。

11
絵（コラージュ）（製作、創造的技能）
　予習：(30分) 授業内容について事前に学習し,準備をする。
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。
　

12
絵（コラージュ）の鑑賞　
　予習：(30分) 授業内容（鑑賞）について事前に学習し,準備をする。内容はその前の回に伝える。
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

13
学習指導案の形式的理解と学習指導案作成に向けて　
　予習：(30分) 授業内容について事前に学習し,準備をする。内容はその前の回に伝える。
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。　

14
学習指導案の作成
　予習：(30分) 授業内容について事前に学習し,準備をする。内容はその前の回に伝える。
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。　 

15
学習指導案の検討、講義全体の総括
　予習：(30分) 授業内容について事前に学習し,準備をする。内容はその前の回に伝える。
　復習：(30分) 授業内容について振り返りを行う。

教科書･教材 『小学校学習指導要領解説 図画工作編』文部科学省

参考書･
参考文献等

授業の中で適宜、紹介する。

履修上の
注意等

指示に従って、必要な材料・用具などは各自準備すること。



【2408】 専門教育科目 各教科の指導法に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

家庭科教育法 演習 葛西美樹・工藤寧子 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ 期末試験 30 有

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 20 有

授業内活動 50 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○
期末試験：試験後に正解を説明す
る。
授業内小テスト・提出物・活動：授
業内でコメントする。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 家庭科教育の意義

≪汎用的技能≫ 課題解決学習

≪態度・志向性≫ 自立した家庭生活 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
小学校家庭科教育の意義、現代の生活課題などを学ぶ。また、学習指導要
領における家庭科の目標及び内容を理解して、児童の実態に即した学習指
導と評価を計画する能力を身に付ける。

有(模擬授業)

授業の
到達目標

①小学校家庭科教育の目標や内容について理解する。
②生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、生活をよりよくしようと工夫する態度を形成する。
③家庭科の学習内容である「家族・家庭生活」「衣食住の生活」「消費生活・環境」の各々の
特徴を理解した授業計画を行うことができる。
④情報機器を効果的に活用する方法を身に付ける。

単位認定の要件 到達目標①～④の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
学校における家庭科の意義、学習指導要領における小学校家庭科の教育目標と内容（担当：葛西）
　予習：(30分)　学習指導要領の確認
　復習：(60分)　家庭科の目標と学習内容の確認

2
年間指導計画作成の留意点、学習指導と評価の計画　（担当：工藤）
　予習：(45分)　学習指導要領の確認
　復習：(45分)　学習指導と評価の計画の立て方を理解する

3
学習指導案作成の留意点、家族・家庭生活の学習内容について　（担当：工藤）
　予習：(45分)　既存の学習指導案を比較
　復習：(45分)　A領域の学習指導案を調べる 

4
消費生活・環境の学習内容について（担当：工藤）
　予習：(45分)　Ｃ領域の学習内容を確認
　復習：(45分)　Ｃ領域の学習指導案を調べる 

5
衣食住の生活の学習内容と情報機器及びICT教材の効果的な活用について（担当：葛西）
　予習：(45分)　「家庭、技術・家庭（家庭分野）の指導におけるICTの活用について」（文部科学省・動画）を視聴する
　復習：(45分)　B領域の学習指導案を調べる 

6
模擬授業観察の方法、模擬授業学習指導案の作成（担当：葛西）
　予習：(0分)
　復習：(90分) 　模擬授業のための学習指導案と教材の作成

7
模擬授業と相互評価（第１グループ）（担当：葛西、工藤）　
　予習：(45分)　学習指導案の作成
　復習：(45分)　学習指導案の修正と振り返りレポートの作成

8
模擬授業と相互評価（第２グループ）（担当：葛西、工藤）
　予習：(45分)　学習指導案の作成
　復習：(45分)　学習指導案の修正と振り返りレポートの作成

9
模擬授業と相互評価（第３グループ）（担当：葛西、工藤）
　予習：(45分)　学習指導案の作成
　復習：(45分)　学習指導案の修正と振り返りレポートの作成 

10
模擬授業と相互評価（第4グループ）（担当：葛西、工藤）
　予習：(45分)　学習指導案の作成
　復習：(45分)　学習指導案の修正と振り返りレポートの作成

11
模擬授業と相互評価（第5グループ）（担当：葛西、工藤）
　予習：(45分)　学習指導案の作成
　復習：(45分)　学習指導案の修正と振り返りレポートの作成

12
模擬授業と相互評価（第6グループ）（担当：葛西、工藤）
　予習：(45分)　学習指導案の作成
　復習：(45分)　学習指導案の修正と振り返りレポートの作成

13
模擬授業と相互評価（第7グループ）（担当：葛西、工藤）
　予習：(45分)　学習指導案の作成
　復習：(45分)　学習指導案の修正と振り返りレポートの作成

14
模擬授業と相互評価（第8グループ）（担当：葛西、工藤）
　予習：(45分)　学習指導案の作成
　復習：(45分)　学習指導案の修正と振り返りレポートの作成

15
模擬授業全般について、まとめ（担当：葛西、工藤）
　予習：(45分)　コメントカードを見直す
　復習：(45分)　模擬授業全体の振り返りレポートの作成 

教科書･教材 小学校学習指導要領解説 家庭編
わたしたちの家庭科５・６（開隆堂），新しい家庭５・６（東京書籍）

参考書･
参考文献等

特になし

履修上の
注意等

教科「家庭」が基礎科目となるため、使用した資料・教材を持参すること。



【2409】 専門教育科目 各教科の指導法に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

体育科教育法 演習 上野秀人 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ 期末試験 20 無

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト 10 無

授業内提出物 20 無

授業内活動 30 無

その他 20 無

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ― ― ○

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 体育科教育学、授業づくり

≪汎用的技能≫ 構想力

≪態度・志向性≫ 協働性 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
新小学校学習指導要領解説書 体育編に沿い、学習指導計画の目的、ねらい、作成法等について解説する。特に、情報機器の活用を
含めた授業づくり、場の工夫や教材開発といった教師の手だてについて「学校体育実技指導資料」や「授業場面の映像」等を用いて比
較・解説したり、意見交流等を行ったりする。

有（グループワーク、模擬授業）

授業の
到達目標

目 標：小学校学習指導要領解説書 体育編の概要が理解できるとともに、学習指導計画の目的、ねらい、作成法等が理解できるようにする。
テーマ：「 体育の授業づくり基礎 」

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
体育科教育とは：「体育科教育法」の目的、及び概要・計画
　予習：45(分) 小学校学習指導要領解説体育編「まえがき」「目次」を読むことと量感をつかむ
　復習：45(分) 授業内容について振り返りを行う

2
体育学習と法
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

3
体育の「目標及び便益」と「授業の実際」【参考：授業場面の映像】
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

4
小学校学習指導要領 体育編の読取り【参考：文科省HP】
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

5
教材化・手だての工夫、運動の特性【参考：学校体育実技資料】
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

6
学習指導計画の概要・構想（ＩＣＴ等の活用を含む）
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

7
指導案の作成方法【参考：指導案の作成手順】
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

8
授業づくり１「単元の構想」（ＩＣＴ等の活用を含む）
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

9
授業づくり２「指導計画と評価計画」（ＩＣＴ等の活用を含む）
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

10
授業づくり３「本時の構想、手だての工夫」
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

11
授業づくり４「指導案記載事項の整合性、指導と評価」
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

12
模擬授業と授業改善【参考：模擬授業撮影による省察・振返り】
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

13
保健学習に関する基本概念
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

14
保健授業の指導と評価
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

15
体育科教育の実践研究の動向【参考：インターネット活用調査】
　予習：(45分) 授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える
　復習：(45分) 授業内容について振り返りを行う

教科書･教材 「小学校学習指導要領解説 体育編」 文部科学省

参考書･
参考文献等

「学校体育実技指導資料　ゲーム及びボール運動」文部科学省（DVD）
「学校体育実技指導資料　器械運動指導の手引き」文部科学省（DVD）

履修上の
注意等

書式に合せた学習指導案作成の基礎力習得、及び、積極的な意見交換を期待する。



【2410】 専門教育科目 各教科の指導法に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

外国語(英語)教育法 演習 杉本久美子 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 60 有

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 20 有

授業内活動 20 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ○ ○
期末試験は採点後返却し、解答の
説明を行う。授業内活動と提出物
についてはその都度内容確認と所
見を伝える。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 小学校での英語教育に必要な教授法について学ぶ。

≪汎用的技能≫ 指導内容に応じた教授法で英語を教えられるようになる。

≪態度・志向性≫ 英語を用いた授業に積極的に取り組む姿勢を身につける。 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要 本授業では小学校における外国語教育の変遷、学習指導要領に記されている目標や内容を理解する。小学校の授業で使用する教材
や教科書の趣旨について学ぶとともに、授業構成の仕方や各指導法の特性と効果、ICTの活用法などについて学び、実践してみる。

有り。
（教材作成、各指導方法の実演等）

授業の
到達目標

目 標：小学校の外国語活動や教科として外国語を指導するうえで必要とされる外国語学習法やその指導法、評価について基本的な知識・技術の習得を目標とする。
テーマ：小学校外国語教育に関する基礎知識と指導法を理解し、実践する。

単位認定の要件 授業内提出物（20％）、授業内活動（20％）および期末レポート（60％）の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
授業概要説明、小学校英語教育の変遷と意義
予習：(30分)　『小学校学習指導要領解説　外国語活動・外国語編』の学校段階別の目標および5つの領域別の目標について内容を確認する。
復習：(30分) 　本時の学習内容の復習と定着を図る。　※各回の予習に関しては授業内にて指示。復習は各回同様。

2
小学校学習指導要領、外国語および外国語活動の目標と内容
予習：(30分)　
復習：(30分) 

3
小学校における英語教育の現状と役割（小・中・高等学校との連携について）
予習：(30分)
復習：(30分) 

4
母語および第二言語習得理論、コミュニケーション能力について
予習：(30分)
復習：(30分) 

5
関連領域からみる小学生の特徴と英語教育のありかた
予習：(30分)
復習：(30分) 

6
代表的な外国語（英語）教授法
予習：(30分)
復習：(30分) 

7
授業実施のための環境づくり、学校や児童の多様性への対応、異文化理解の視点ラスルーム・イングリッシュ、ALT等とのティーム・ティーチングによる指導のあり方
予習：(30分)
復習：(30分) 

8
英語の音声と綴りの特徴およびフォニックス指導
予習：(30分)
復習：(30分) 

9
教材開発と活用（デジタル教材と電子黒板、タブレット端末の活用も含む）
予習：(30分)
復習：(30分) 

10
年間指導計画・単元計画と目標の作り方
予習：(30分)
復習：(30分) 

11
評価方法（振り返りカード、Can-Doリスト）
予習：(30分)
復習：(30分) 

12
指導案作成および模擬授業①　（授業の導入）
予習：(30分)
復習：(30分) 

13
指導案作成および模擬授業②　（導入から展開へ）
予習：(30分)
復習：(30分) 

14
指導案作成および模擬授業③　（展開からまとめへ）
予習：(30分)
復習：(30分) 

15
授業内容総括（まとめ・振り返り）
予習：(30分)
復習：(30分) 各授業で学習した指導法、教材研究、などを復習し、指導案を作成する。

教科書･教材 酒井英樹（2017）『小学校で英語を教えるためのミニマル・エッセンシャルズ』三省堂

参考書･
参考文献等

小学英語で使用したテキスト『楽しく教える子ども英語　Basic English for Teachers of Young Learners』　泉惠美子　多田玲子　田邊義隆　編著　朝日出版社　￥2000＋税　も併せ
て使用します。

履修上の
注意等

授業内活動には積極的な姿勢で取り組むこと。



【2513】 専門教育科目 領域に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

子どもの食と栄養 演習 山田和歌子 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ ○ 期末試験 70 無

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 無

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト 20 有

授業内提出物 10 有

授業内活動 無

その他 無

計 100

フィードバックの方法

○ ― ○ ○ ― ○ ― ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○

理解度を確認するための小テスト
を実施して解説を行う。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 子どもの成長と発達に合わせた食と栄養に関する理解

≪汎用的技能≫ 食育指導を実践できる力

≪態度・志向性≫ 保育者として問題解決のための考察が出来る アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
保育所、幼稚園、小学校、特別支援学校で子どもの教育や保育に携わる際に必要な食生活と栄養の特性について学ぶ。
子どもの食生活の現状と課題について学び、適切な支援・対応ができるよう、グループワーク、ディスカッション、発表等を交えながら学
ぶ。

有（グループディスカッション、グ
ループワーク）

授業の
到達目標

１）子どもの健康と食生活、成長と発達について理解を深める。 
２）栄養に関する基本的な知識を理解する。   
３）乳・幼・学童期の栄養と食生活の特徴を理解する。 
４）食育基本法について理解し子どもの食教育について支援できる。 
５）家庭や児童福祉施設における食生活の現状と課題について学ぶ。 
６）疾病および体調不良、食物アレルギー、障害のあるの子どもについて基礎知識を理解できる。

単位認定の要件 到達目標の１）～６）の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
オリエンテーション　子どもの健康と食生活
　予習：(45分)シラバスを読んで、講義概要や到達目標などを理解する。教科書の第1章を読み予習する。
　復習：(45分)講義内容、講義目標、到達目標、評価方法などを確認する。子どもの食生活の現状及び課題を理解する。

2
栄養に関する基本的知識　食べ物の消化と吸収、食物中の栄養素の役割、食品の分類、食事摂取基準について
　予習：(45分)教科書の第2章を読み予習する。
　復習：(45分)食べ物の消化と吸収、食物中の栄養素の役割、食品の分類、食事摂取基準についてノートをまとめ、理解する。 

3
栄養に関する基本的知識　糖質、脂質、たんぱく質、ビタミン、ミネラル、水分について
　予習：(45分)教科書の第2章を読み予習する。
　復習：(45分)糖質、脂質、たんぱく質、ビタミン、ミネラル、水分についてノートをまとめ、理解する。

4
栄養に関する基本的知識　献立作成と調理の基本
　予習：(45分)教科書の第2章を読み予習する。
　復習：(45分)献立の基本についてノートをまとめ、理解する。

5
栄養に関する基本的知識　衛生管理（食中毒、食品表示）
　予習：(45分)教科書の第2章を読み予習する。
　復習：(45分)衛生管理（食中毒、食品表示）についてノートにまとめ、理解する。

6
子どもの発育・発達と食生活　子どもの発育・発達の基本、胎児期（妊娠期）の食生活
　予習：(45分)教科書の第3章を読み予習する。
　復習：(45分)子どもの発育・発達の基本、胎児期（妊娠期）の食生活についてノートをまとめ、理解する。 

7
子どもの発育・発達と食生活　乳児期の授乳・離乳の意義と食生活
　予習：(45分)教科書の第3章を読み予習する。
　復習：(45分)乳児期の授乳・離乳の意義と食生活についてノートをまとめ、理解する。 

8
子どもの発育・発達と食生活　幼児期の心身の発達と食生活
　予習：(45分)教科書の第3章を読み予習する。
　復習：(45分)幼児期の心身の発達と食生活についてノートをまとめ、理解する。 

9
子どもの発育・発達と食生活　学童期の心身の発達と食生活、生涯発達と食生活
　予習：(45分)教科書の第3章を読み予習する。
　復習：(45分)学童期の心身の発達と食生活、生涯発達と食生活についてノートをまとめ、理解する。 

10
食育の基本と内容
　予習：(45分)教科書の第4章を読み予習する。
　復習：(45分)食育の基本と内容についてノートをまとめ、理解する。 

11
家庭や児童福祉施設における食事と栄養
　予習：(45分)教科書の第5章を読み予習する。
　復習：(45分)家庭や児童福祉施設における食事と栄養についてノートにまとめ、理解する。 

12
特別な配慮を要する子どもの食と栄養　疾病および体調不良の子どもへの対応、障害のある子どもへの対応
　予習：(45分)教科書の第6章を読み予習する。
　復習：(45分)疾病および体調不良の子どもへの対応、障害のある子どもへの対応についてノートをまとめ、理解する。 

13
特別な配慮を要する子どもの食と栄養　食物アレルギーのある子どもへの対応
　予習：(45分)教科書の第6章を読み予習する。
　復習：(45分)食物アレルギーのある子どもへの対応についてノートをまとめ、理解する。 

14
グループ発表の準備
　予習：(45分)各グループで発表テーマや内容を検討する。
　復習：(45分)各グループで発表資料を完成させる。

15
グループ発表：反省・評価・まとめ
　予習：(45分)各グループで発表のリハーサルを行う。
　復習：(45分)試験に向けてノートや配布資料をまとめ授業全体の復習をする。

教科書･教材 「最新　子どもの食と栄養 　食生活の基礎を築くために」(学建書院)

参考書･
参考文献等

「子どもの食と栄養　改訂第3版」(中山書店)

履修上の
注意等

進め方については変更する場合があります。その際は事前にお知らせします。



【2514】 専門教育科目 領域に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

子育て支援 演習 安川由貴子 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

1 ○ ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 70 無
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文
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｜
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情
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｜
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解
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自
己
管
理
力
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ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 10 有

授業内活動 20 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ― ○ ○ ○ ○
ミニ発表用の提出物は、印刷して
授業時に共有する。コメント・ペー
パーの内容や質問は授業内で適
宜共有する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 子育て家庭に対する支援の展開の基本の理解

≪汎用的技能≫ 子育て家庭の実態を踏まえた課題分析力と問題解決力の育成

≪態度・志向性≫ 保育者としてのチームワーク力と倫理観の醸成 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
子育て家庭に対する支援の展開について、ニーズに対する気づき・理解とアセスメント、基本技術、計画・評価、職員間・関係機関や専
門職との連携・協働、社会資源の活用の観点から具体的に学ぶ。また、子育て家庭に対する支援の実際について、様々な場や対象に
即して事例検討を行い、理解を深める。

有（グループディスカッション、発
表）

授業の
到達目標

1.保育者の行う保育の専門性を背景とした保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提示等の支援（保育相談支援）について、その特性と展開を具体的に理解する。
2.保育者の行う子育て支援について、様々な場や対象に即した支援の内容と方法及び技術を、実践事例等を通して具体的に理解する。

単位認定の要件 到達目標に対し、総合的に評価して合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
保育者の行う子育て支援の特性①子どもの保育とともに行う保護者の支援
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

2
保育者の行う子育て支援の特性②日常的・継続的な関わりを通じた保護者との相互理解と信頼関係の形成、保護者や家庭の抱える支援のニーズへの気づきと多面的な理
解　　　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

3
保育者の行う子育て支援の展開①子ども及び保護者の状況・状態の把握
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

4
保育者の行う子育て支援の展開②支援の計画と環境の構成
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

5
保育者の行う子育て支援の展開③支援の実践・記録・評価・カンファレンス
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

6
保育者の行う子育て支援の展開④職員間の連携・協働
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

7
保育者の行う子育て支援の展開⑤社会資源の活用と自治体・関係機関や専門職との連携・協働
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

8
保育所、幼稚園、認定こども園における支援①3歳未満児の保護者に対する事例
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

9
保育所、幼稚園、認定こども園における支援②3歳以上児の保護者に対する事例
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

10
地域の子育て家庭に対する支援
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

11
障害のある子ども及びその家庭に対する支援
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

12
特別な配慮を要する子ども及びその家庭に対する支援
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

13
子ども虐待の予防と対応
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

14
要保護児童等の家庭に対する支援とその実際
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

15
多様な支援ニーズを抱える子育て家庭の理解
　予習：(90分)テーマについて情報収集し、問題意識をもち考えてくること。
　復習：(90分)授業の振り返りを通して、内容理解に努めること。また、新たに出てきた用語や疑問について、自ら調べる姿勢を大切にすること。

教科書･教材 レジュメ・資料を配布する。厚生労働省『保育所保育指針』フレーベル館、文部科学省『幼稚園教育要領』フレーベル館、内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園
教育・保育要領』フレーベル館。

参考書･
参考文献等

授業内に適宜紹介する。

履修上の
注意等

子育て家庭の現状に関心をもって授業に臨んでください。ミニ発表、グループ討議と発表、ロールプレイ等も適宜取り入れるので、積極的に授業に参加すること。



【2602】 専門教育科目 保育内容の指導法に関する科
目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

健康の指導法 演習 小関潤子 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 20 無
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情
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授業内小テスト 20 無

授業内提出物 20 無

授業内活動 40 無

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○

ミニペーパーによる振り返り。VTR
使用

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 発育発達・指導の系統性

≪汎用的技能≫ 伝達能力・能動的言動

≪態度・志向性≫ 協同性・受容力・包括的 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要

領域「健康」における教育・保育の有り方をふまえて、子どもの心とからだの発育発達についての理論を段階的に学ぶことにより、生活
活動の意味を探り、あそびの持つ教育的意義をより一層深める。
授業後半に演習活動として行う模擬保育では、5領域を考慮した各年齢に即応したあそびの研究を実践的に行い、子どもの健康維持の
ための発育発達に合った運動遊びを考えることで、支援者として保育の在り方を考えるものとする。

有）グループ討議と問題解決学習・
模擬授業

授業の
到達目標

１、日常の身体活動や体育的活動が幼児の生活習慣や健康に大きく影響することを関連づけて理解することが出来る。
２、運動遊びの指導・支援の展開理論を理解し、実際に展開できるようになる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３、幼児期の身体活動が将来にわたる健康に大きな影響があることを理解し、他の領域との関連を図りながら主体的に学習に取り組むことが出来る。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
授業の概要（目的、計画、履修上の留意事項）について 乳幼児の健康にまつわる今日の課題を考え、保育者の役割を考える
　予習：30(分) ～課題について考察する
　復習：20(分) ～保育者の役割についてまとめる

2
子どもの心とからだの発育発達と健康教育との関連理解、手あそび指遊び（表現）の活用法 
　予習：20(分) ～身体発達の特徴について教科書をみてまとめる
　復習：30(分) ～手あそび指遊びの練習

3
運動発達と子どもの体力向上のための運動遊び①　動きの量的展開法、手あそびの研究1班
　予習：20(分) ～2年次の活動の振り返り
　復習：30(分) ～展開法をまとめる

4
運動発達と子どもの体力向上のための運動遊び②　動きの質的展開法　　手あそびの研究2班
　予習：20(分) ～2年次行った活動の振り返り
　復習：30(分) ～具体的な展開法についてまとめる

5
運動発達と子どもの 運動遊び③　鬼遊びを中心とした個から集団への遊びの展開　　　手あそびの研究3班
　予習：20(分) ～幼い頃に行った鬼遊びの言語化
　復習：30(分) ～展開法のまとめ　

6
小型移動遊具（フープ、縄、ボール等）のあそびについて理解と指導の支援の実際・展開演習　手あそびの研究4班
　予習：20(分) ～経験した遊びの書き出し
　復習：30(分) ～展開の順序性のまとめ

7
身近な物(新聞・タオル・段ボール等）を使った運動遊びの支援の実際、展開演習 　手あそびの研究5班
　予習：20(分) ～経験した遊びの書き出し
　復習：30(分) ～展開の順序性のまとめ予習

8
簡単なリズムダンスの作成と指導支援の実際 発達に即した展開と演習 　　すき間時間を利用した遊びの活用①
　予習：20(分) ～経験したステップの確認
　復習：30(分) ～作成

9
保護者との連携と健康教育を考える。親子での活動支援演習① 　（運動遊びによる子育て支援）　すき間時間を利用した遊びの活用②
　予習：20(分) ～知っている活動のピックアップ
　復習：30(分) ～支援者としてできる活動をまとめる 

10
保護者との連携と健康教育を考える。親子での活動支援演習②（安全・衛生指導の在り方と安全管理）  すき間時間を利用した遊びの活用③
　予習：30(分) ～園における危険箇所・事項のピックアップ
　復習：30(分) ～解決策の考察 

11
保護者との連携と健康教育を考える。親子での活動支援演習③（生活習慣と食習慣） すき間時間を利用した遊びの活用④
　予習：30(分) ～自己の生活習慣を振り返る
　復習：30(分) ～支援の方法をまとめる

12
指導案の立案の手順理解と保育展開の実践と評価法　 すき間時間を利用した遊びの活用⑤
　予習：20(分) ～対象者の決定と特徴の理解
　復習：30(分) ～指導案の作成

13
模擬保育（４歳児）－保育研究と教材研究及び討議（グループディスカッションと振りかえり）　　すき間時間を利用した活用⑥
　予習：40(分) ～4歳児の体と心の特徴特性を理解しておく
　復習：30(分) ～問題点・改善点をまとめる

14
模擬保育（3歳児）（5歳児）の保育研究と教材研究及び討議（グループディスカッションと振り返り）
　予習：40(分) ～3歳児と5歳児の心おt体の特徴特性を理解しておく
　復習：30(分) ～問題点・改善点をまとめる

15
技術の確認 　　子どもの健康課題と運動あそびの関連性　幼少連携についての討議
　予習：40(分) ～実技の練習
　復習：40(分) ～討議内容のまとめ

教科書･教材 保育内容「健康」　建帛社

参考書･
参考文献等

文部科学省「幼稚園教育要領解説」（フレーベル社）
厚生労働省「保育所保育士新解説書」（フレーベル社）
日本発育発達学会編　幼児期運動指針実践ガイド（杏林書院）

履修上の
注意等

子ども・保育者の両者の視点から心情を理解し、活動に対して意欲的に取り組むこと。活動しやすい服装、身だしなみで参加すること。



【2606】 専門教育科目 保育内容の指導法に関する科
目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

表現の指導法AⅠ 演習 諏訪才子 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

1 ○ ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト 70 有

授業内提出物

授業内活動 30 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○

授業内活動・発表の自己評価、講
評及び振り返りレッスンを行う。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 子どもの成長・発達、歌唱、器楽

≪汎用的技能≫ 音楽表現

≪態度・志向性≫ アンサンブル、音楽活動 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要 子どもの成長・発達と音楽表現、音楽教育について総合的に理解する。また、これに基づいて、ピアノによる教材の弾き歌い、鍵盤ハー
モニカ、簡易な打楽器、そしてリコーダーの演奏法とその初歩的指導法を中心に修得する。

有（グループディスカッション、グ
ループワーク）

授業の
到達目標

保育内容の領域「表現」について、音楽的視点から、子どもの成長・発達に即して理解することができる。そして、１・2年次で修得したピアノや声楽などの基礎的な演奏力と知識を応
用し、弾き歌い、また、簡易打楽器や鍵盤ハーモニカなど様々な楽器の知識・奏法を中心に、音楽表現の指導法を音楽教育の広い領域の中で実践的に身につける。

単位認定の要件 実技試験と授業参加状況・平常練習状況の総合評価が60点以上。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
保育園・幼稚園・小学校低学年での音楽表現の指導概念
　予習：(25分)「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の領域「表現」について下読みする。
　復習：(20分)保育園・幼稚園・小学校低学年での音楽表現の内容についてまとめる。

2
子どもの音楽的成長と発達
　予習：(25分)子どもの成長・発達について調べる。
　復習：(20分)子どもの成長・発達についてまとめる。

3
子どもの歌唱 春の歌弾き歌い（１）歌唱法
　予習：(25分)子どもの春の歌を選曲し、歌唱と伴奏練習を行う。
　復習：(20分)子どもの春の歌の弾き歌いについて、指摘を受けたポイントに留意して練習する。

4
春の歌弾き歌い（２）伴奏法
　予習：(25分)子どもの春の歌の弾き歌いの練習を行う。
　復習：(20分)演奏発表について振り返り、歌唱・伴奏のポイントに留意して練習する。

5
生活の歌弾き歌い（１）歌唱法
　予習：(25分)子どもの生活の歌を選曲し、歌唱と伴奏練習を行う。
　復習：(20分)子どもの春の歌の弾き歌いについて、指摘を受けたポイントに留意して練習する。

6
生活の歌弾き歌い（２）伴奏法
　予習：(25分)子どもの生活の歌の弾き歌いの練習を行う。
　復習：(20分)演奏発表について振り返り、歌唱・伴奏のポイントに留意して練習する。

7
模擬保育（１）指導案作成（目的・内容・進め方－導入・展開・まとめ）
　予習：(25分)指導案の中の活動で題材とする子どもの歌を選曲する。
　復習：(20分)指導案を作成し、仕上げる。

8
模擬保育（２）模擬保育と討議
　予習：(25分)指導案に沿って役割分担し、模擬保育の準備をする。
　復習：(20分)模擬保育を振り返り、今後の保育指導につなげるための方法を検討する。

9
子どもの器楽 簡易な打楽器の特徴と簡易な打楽器の特徴と奏法・アンサンブル
　予習：(25分)簡易な打楽器の種類について調べる。
　復習：(20分)簡易な打楽器の奏法と指導法について振り返りをする。

10
鍵盤ハーモニカの特徴と奏法・アンサンブル
　予習：(25分)鍵盤ハーモニカの特徴や手入れの方法について調べる。
　復習：(20分)鍵盤ハーモニカの奏法と指導法（特に、タンギングの技能）について振り返りをする。

11
リコーダーの特徴と奏法・アンサンブル
　予習：(25分)リコーダーの運指を確認する。
　復習：(20分)リコーダーの運指を確認し、練習する。

12
夏・行事の歌弾き歌い
　予習：(25分)子どもの夏・行事の歌を選曲し、弾き歌いの練習を行う。
　復習：(20分)弾き歌いの発表を振り返り、指摘を受けたポイントに留意して練習する。

13
弾き歌い個人指導（１）歌唱法・伴奏法
　予習：(25分)任意の子どもの歌の弾き歌いの練習を行う。
　復習：(20分)歌唱・伴奏の指摘を受けたポイントに留意して練習する。

14
弾き歌い個人指導（２）音楽表現
　予習：(25分)任意の子どもの歌の弾き歌いを、音楽表現を工夫して練習する。
　復習：(20分)音楽表現について指摘を受けたポイントに留意して練習する。

15
弾き歌い演奏発表
　予習：(25分)任意の子どもの歌の弾き歌いを暗譜し、総合的に仕上げる。
　復習：(20分)演奏発表について自己評価し、今後の弾き歌いの課題と練習方法・計画についてまとめる。

教科書･教材 「音楽表現の理論と実際」桶谷弘美・吉良武志他共著（音楽之友社）、「こどものうた100」小林美実監修、井戸和秀編（チャイルド本社）

参考書･
参考文献等

「幼稚園教育要領」文部科学省、「保育所保育指針」厚生労働省

履修上の
注意等

ソプラノリコーダー（バロック式・イギリス式に限る）を準備すること。また、購入時は担当教員の指示を得ること。



【2607】 専門教育科目 保育内容の指導法に関する科
目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

表現の指導法AⅡ 演習 諏訪才子 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

1 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト 70 有

授業内提出物

授業内活動 30 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○

授業内活動・発表の自己評価、講
評及び振り返りレッスンを行う。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 子どもの歌唱・器楽、創作

≪汎用的技能≫ 音楽表現

≪態度・志向性≫ 合唱・合奏、音楽活動 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
わらべ歌、遊び歌、そして子どもの歌の合唱を通して、多角的に子どもの歌と歌遊びについて理解を深める。また、小太鼓・大太鼓、鍵
盤打楽器の演奏法と合奏の初歩的指導法を中心に修得する。さらに、コードネームを活用した和音伴奏による弾き歌いを創造的に体験
する。

有（グループディスカッション、グ
ループワーク）

授業の
到達目標

わらべ歌、遊びうた、子どもの歌の合唱、また、小太鼓・大太鼓など様々な楽器の知識・奏法や合奏、さらに、子どもの歌創作を中心に、音楽表現の指導法を音楽教育の広い領域
の中で実践的に身につける。

単位認定の要件 実技試験と授業参加状況・平常練習状況の総合評価が60点以上。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
わらべ歌・遊び歌
　予習：(25分)わらべ歌・遊び歌について調べる。
　復習：(20分)わらべ歌・遊び歌を選曲し、練習する。

2
子どもの輪唱・合唱
　予習：(25分)子どもの輪唱・合唱曲について調べ、リストアップする。
　復習：(10分)子どもの輪唱・合唱曲の既習曲について、歌唱のポイントに留意して練習する。

3
鍵盤打楽器の特徴と奏法
　予習：(25分)鍵盤打楽器の種類について調べる。
　復習：(20分)鍵盤打楽器の奏法と指導法について振り返りをする。

4
鍵盤打楽器 アンサンブルと合奏
　予習：(15分)鍵盤打楽器のアンサンブルや合奏曲を鑑賞する。
　復習：(0分)

5
小太鼓・大太鼓の特徴と奏法
　予習：(25分)小太鼓・大太鼓の特徴について調べる。
　復習：(20分)小太鼓・大太鼓の奏法と指導法について振り返りをする。

6
小太鼓・大太鼓 アンサンブルと合奏
　予習：(15分)小太鼓・大太鼓のアンサンブルや合奏曲を鑑賞する。
　復習：(0分) 

7
秋の歌弾き歌い
　予習：(35分)子どもの秋の歌を選曲し、弾き歌いの練習を行う。
　復習：(20分)弾き歌いの発表を振り返り、指摘を受けたポイントに留意して練習する。

8
冬の歌弾き歌い
　予習：(35分)子どもの冬の歌を選曲し、弾き歌いの練習を行う。
　復習：(20分)弾き歌いの発表を振り返り、指摘を受けたポイントに留意して練習する。

9
子どもの合奏 子どもの歌・マーチ・クリスマスソングメドレー
　予習：(40分)子どもの歌・マーチ・クリスマスソングなど合奏曲を選曲し、楽器を分担し、グループで練習する。
　復習：(15分) 

10
子どもの歌創作（１）コードネームによる簡易伴奏付け
　予習：(25分)コードネームについて調べる。
　復習：(10分)コードネームと唱歌形式について、まとめる。

11
子どもの歌創作（２）コードネームを活用した子どもの歌創作
　予習：(35分)コードネームを活用し、子どもの歌を創作する。
　復習：(25分)コードネームを活用した子どもの歌を創作し、楽譜を作成・完成させる。

12
子どもの歌創作（３）コードネームを活用した子どもの歌創作発表
　予習：(35分)創作した子どもの歌の発表に向け、暗譜し、グループで練習する。
　復習：(10分)創作した子どもの歌の発表について振り返り、各自、創作曲の弾き歌いを行う。

13
弾き歌い個人指導（1）歌唱法・伴奏法
　予習：(35分)任意の子どもの歌の弾き歌いの練習を行う。
　復習：(20分)歌唱・伴奏の指摘を受けたポイントに留意して練習する。

14
弾き歌い個人指導（2）音楽表現
　予習：(35分)任意の子どもの歌の弾き歌いを、音楽表現を工夫して練習する。
　復習：(20分)音楽表現について指摘を受けたポイントに留意して練習する。

15
弾き歌い演奏発表
　予習：(40分)任意の子どもの歌の弾き歌いを暗譜し、総合的に仕上げる。
　復習：(20分)演奏発表について自己評価し、今後の弾き歌いの課題と練習方法・計画についてまとめる。

教科書･教材 「音楽表現の理論と実際」桶谷弘美・吉良武志他共著（音楽之友社）、「こどものうた100」小林美実監修、井戸和秀編（チャイルド本社）

参考書･
参考文献等

「幼稚園教育要領」文部科学省、「保育所保育指針」厚生労働省

履修上の
注意等

ソプラノリコーダーは、毎回用意すること。



【2608】 専門教育科目 保育内容の指導法に関する科
目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

表現の指導法BⅠ 演習 工藤千華 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

1 ○ □ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト 10 有

授業内提出物 50 有

授業内活動 40 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ○

技術面の指導

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 造形的な理解と支援のあり方

≪汎用的技能≫ 非言語によるコミュニケーション能力

≪態度・志向性≫ 造形表現を通したチームワーク アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要 幼児の造形活動の理解や支援に必要な表現能力、発達段階や表現形式など基礎的知識を習得する。幼児期の造形表現の年齢的展
開を基礎として身近な素材を通じて制作・発表し具体的展開の技術を習得する。

有（体験学習・グループでの作業活
動）

授業の
到達目標

造形表現の楽しさを実習を通して体感し、獲得した知識・技術・態度等を総合的に活用し、自から立てた新たな課題に向けて解決する能力を習得する。保育者として自ら表現する楽
しさを感じ、子どもの発達に応じた表現の指導力が身につく。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
幼稚園教育要領・保育所保育指針における「表現」領域及び小学校の連携(「図画工作」の学習指導要領)
　予習：(分)
　復習：(分)30　　授業内容の振り返りを行う。

2
造形活動の基礎。造形の理解と支援に必要な描画材料等の説明と概要。幼稚園教育要領と保育所保育指針から
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30　　授業内容の振り返りを行う。

3
①身近な素材による教材研究   紙の変身「平面と立体」
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30　　授業内容の振り返りを行う。

4
①身近な素材による教材研究   紙の変身「張り子のお面」
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30　　授業内容の振り返りを行う。

5
①身近な素材による教材研究   毛糸を使って
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30　　授業内容の振り返りを行う。

6
①身近な素材による教材研究  紙版画、共同制作
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30　　次の授業に向けてアイディアをまとめる。

7
①身近な素材による教材研究   スチレン版画、共同制作　　
　予習：(分)15　　製作に必要なアイディアをまとめ必要な材料を集める。
　復習：(分)30　　次の授業に向けてアイディアをまとめる。

8
①身近な素材による教材研究   スチレン版画、共同制作　完成
　予習：(分)15　　製作に必要なアイディアをまとめ必要な材料を集める。
　復習：(分)30　　授業内容の振り返りを行う。

9
 発表と鑑賞会
　予習：(分)15　　グループ内で発表内容をまとめておく
　復習：(分)30 　　授業内容の振り返りを行う。

10
絵の世界　子どもの絵を「見る」とは？「思いを伝える見せ方」を考える。
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30　　授業内容の振り返りを行う。

11
②実践的な指導法の学習　指導案作成
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30　　次の授業に向けてアイディアをまとめる。

12
②実践的な指導法の学習　グループでの指導案作成
　予習：(分)15　　必要なアイディアをまとめておく。　
　復習：(分)30　　次の授業に向けて各自アイディアをまとめておく。 

13
②実践的な指導法の学習　指導案を考えるための教材研究
　予習：(分)15　　必要なアイディアをまとめておく。
　復習：(分)30 　　次の授業に向けてアイディアをまとめる。

14
各グループプレゼンテーション・共有
　予習：(分)15　　必要な材料を集める。
　復習：(分)30 　　授業内容の振り返りを行う。

15
ICT及び教材の活用とまとめ
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30　　授業内容の振り返りを行う。

教科書･教材 『幼稚園教育要領』文部科学省・『保育所保育指針』厚生労働省

参考書･
参考文献等

「表現指導法感性を育て、表現の世界を拓く」萌文書林・「子どもの活動が広がる・深まる保育内容『表現』」中央法規　　　　　　　　　　　　　　　　必要に応じて随時資料を配布する。

履修上の
注意等

衣服が汚れる場合もあります、トレーニングウエア、エプロン着用での受講可



【2609】 専門教育科目 保育内容の指導法に関する科
目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

表現の指導法BⅡ 演習 工藤千華 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

1 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト 10 有

授業内提出物 50 有

授業内活動 40 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ○ ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ― ― ― ―

制作時間の確保・技術面の指導

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 造形的な理解と支援のあり方

≪汎用的技能≫ 非言語によるコミュニケーション能力

≪態度・志向性≫ 造形表現を通したチームワーク アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要 子どもの表現活動を支える援助者として学生自身が表現力を向上させるとともに、子どもたちに表現することのすばらしさを伝える指導
力の育成を目指す。ファッションショーや壁面製作を学び、自らの実践による活動から具体的展開の技術を習得する。

有（体験学習・グループでの作業活
動）

授業の
到達目標

造形表現の楽しさを体験を通して体感し、獲得した知識・技術・態度等を活用し共同で立てた企画（コンセプト）に向けてグループで解決する能力を習得する。教材研究に対して主体
的・計画的に取り組むことができる。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
子どもにとっての表現とは　大人の表現とどう違うのか
　予習：(分)15　　幼稚園教育要領の「表現」を熟読しておく。
　復習：(分)30 　　授業内容の振り返りを行う。

2
①自然素材による教材研究　「葉や枝などを活かして」
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30 　　授業の振り返りを行う。

3
①自然素材による教材研究　「葉や枝などを活かして」
　予習：(分)15　　製作のアイディアをまとめておく。
　復習：(分)30　　授業の振り返りを行う。

4
①自然素材による教材研究　「葉や枝などを活かして」
　予習：(分)15　　製作のアイディアをまとめておく。
　復習：(分)30　　授業の振り返りを行う。

5
②身近な素材による教材研究 「ビニールを活かして」 
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30　　授業の振り返りを行う。

6
②身近な素材による教材研究 「ビニールファッションショー」 リハーサル
　予習：(分)15　　製作のアイディアをまとめておく。
　復習：(分)30　　授業の振り返りを行う。

7
②身近な素材による教材研究 「ビニールファッションショー」 リハーサル、振り付け
　予習：(分)15　　製作のアイディアをまとめ必要な材料を集める。
　復習：(分)30　　授業内容の振り返りを行う。

8
①身近な素材による教材研究 「ビニールファッションショー」 発表会とまとめ
　予習：(分)15　　製作のアイディアをまとめ必要な材料を集める
　復習：(分)30　　授業の振り返りを行う。

9
②教材研究 「壁面製作」 折り紙、染紙を使って
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30　　授業の振り返りを行う。

10
②教材研究 「壁面製作」 グループワーク
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30　　授業の振り返りを行う。

11
②教材研究 「壁面製作」 グループワーク
　予習：(分)15　　製作のアイディアをまとめ必要な材料を集める。
　復習：(分)30　　授業の振り返りを行う。

12
③教材研究  「共同オブジェ」グループワーク
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30　　授業の振り返りを行う。

13
③教材研究  「共同オブジェ」グループワーク
　予習：(分)15　　製作のアイディアをまとめ必要な材料を集める。
　復習：(分)30　　授業の振り返りを行う。

14
③教材研究  「共同オブジェ」発表
　予習：(分)15　　製作のアイディアをまとめ必要な材料を集める。
　復習：(分)30　　授業の振り返りを行う。

15
　総まとめ（レポート課題）
　予習：(分)15　　授業内容について事前に学習する。内容はその前の回に伝える。
　復習：(分)30　　授業の振り返りを行う。

教科書･教材  『幼稚園教育要領』文部科学省・『保育所保育指針』厚生労働省

参考書･
参考文献等

「実践こころふれあう子どもと表現」みらい・「表現指導法感性を育て、表現の世界を拓く」萌文書林・「子どもの活動が広がる・深まる保育内容『表現』」中央法規　　

履修上の
注意等

衣服が汚れる場合もあります、トレーニングウエア、エプロン着用での受講可



【2702】 専門教育科目 教育の基礎的理解・実践等に
関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

教育行政 講義 桐村豪文 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 40 無

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 60 有

授業内活動

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ○ ― ―

毎授業後にミニッツペーパーの提
出を求める。次回にそれに対するコ
メントを返す。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 教育政策、教育改革

≪汎用的技能≫ なし

≪態度・志向性≫ なし アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要

第二次安倍政権以降、新しい教育政策が多岐にわたり次々と打ち出されてきた。もはや教育改革は常態化し、前例踏襲といった事態は
許されない状況となっている。そのような中にあって必要なことは、多角的視点からこうした諸政策を理解し、思考することである。
この授業では、教科書やその他資料を読解し、また他者との議論を通して、教育制度や教育政策がどうあるべきかについて、一人ひとり
が自ら思考することを求める。

無

授業の
到達目標

（１）教育に関わる諸制度について、その歴史的背景も踏まえ、要点を理解すること。
（２）昨今の様々な教育政策について、教科書の読解や他者との議論を通して、多角的に思考し、それを表現することができること。
（３）教育に関わる諸制度や諸政策について、その要点を踏まえた上で、そのあるべき姿を、一人ひとりが批判的かつ建設的に思考することができる。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
ガイダンス
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

2
公教育
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

3
教育法規
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

4
70年代以降の教育改革
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

5
2000年以降の教育改革
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

6
第二次安倍政権における教育改革
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

7
教科書制度
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

8
学習指導要領
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

9
中央教育行政
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

10
地方教育行政
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

11
教育財政
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

12
政策研究：いじめ
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

13
政策研究：不登校
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

14
政策研究：子どもの貧困
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

15
政策研究：外国につながる子ども
　予習：(分)
　復習：ミニッツペーパーの提出(45分) 

教科書･教材 授業中に資料を配布する。

参考書･
参考文献等

高見茂 服部憲児編著（216）『教育行政提要（平成版）』協同出版

履修上の
注意等

特になし



【2705】 専門教育科目 教育の基礎的理解・実践等に
関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

総合的な学習の時間の指導法 講義 花田裕 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 30 無

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 40 無

授業内活動 30 無

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ○

レポート､提出物の評価の観点を随
時示し､授業で解説する｡必要であ
れば個別対応を行う｡

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ ･目標･内容の理解 ･探究課題 ･指導計画･評価

≪汎用的技能≫ ･探究的な学習の過程と思考方法(比較･分類･関連等)の技法

≪態度・志向性≫ ･見通しと振り返り アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
学習指導要領解説書に記載されている目標や内容について理解する｡特に総合的な学習の時間における｢探究的な見方･考え方｣を理
解するとともに､実践事例を紹介しながら､他教科等との横断的視点に立った指導方法や評価について考察する。また､グループワーク
により年間指導計画や単元計画を作成することで実践力を高める。

有(グループディスカッション
　 グループワーク)

授業の
到達目標

①学習指導要領における目標･内容を理解する。
②実践例を通してカリキュラム･マネジメント視点に立った教材化や授業方法が理解できる。
③教科横断に留意しながら､指導計画や単元計画を作成することができる。
④探究的な学習における学習指導について説明できる。

単位認定の要件 到達目標①～④の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
第１章  総合的な学習(探究)の時間が創設された背景と経緯
　予習：(90分)完全学校週5日制の実施が､児童･生徒にどのような影響があったか。加えて｢生きる力｣の育成が生まれた背景について調べること。
　復習：(90分)平成10年スタート時に｢総合的な学習の時間｣にはどのような問題があったか､当時の中教審の答申を踏まえて考察すること。 

2
第２章  総合的な学習(探究)の時間において育てたい資質･能力について
　予習：(90分)自分の小･中･高学校時代の総合的な学習(探究)の時間を振り返り､印象に残っていることをまとめること。
　復習：(90分)｢知識･技能｣｢思考･判断･表現力｣｢学びに向かう力･人間性｣の三本柱を視点に資質･能力を整理すること。 

3
第3章  総合的な学習(探究)の時間 のカリキュラム･マネジメント
　予習：(90分)中教審で述べているカリキュラム･マネジメントについてまとめること。
　復習：(90分)カリキュラム･マネジメントと総合的な学習(探究)の時間の相互関連について､特に重視することを考察すること。  

4
第4章  総合的な学習(探究)の時間と関連する教育について
　予習：(90分)小･中･高学校時代の総合的な学習(探究)の時間を振り返り､どのような教科と関連性があるか考察すること。
　復習：(90分)学習指導要領を参考に､探求課題に関連する教育内容ついてまとめること。  

5
第5章　目標と内容との関係､全体計画について
　予習：(90分)学習指導要領解説書を読んで､｢各学校で定める目標と内容｣を作成する際の留意事項についてまとめること。
　復習：(90分)本時の授業から｢総合的な学習(探究)の時間｣の全体計画を作成する際に､最も重視すべきことは何かを考察すること。 

6
　　　  年間指導計画と単元計画について
　予習：(90分)学習指導要領解説書を読んで､年間指導計画を作成する時には、どのようなことに考慮すべきか考察すること。
　復習：(90分)文科省｢今､求められる力を高める総合的な学習の時間の展開｣を参考に単元計画作成の手順をまとめること。 

7
第６章  総合的な学習(探究)の時間における学習の在り方
　予習：(90分)｢横断的･総合的な学習｣｢探究学習｣とは､どのような学習か調べること。
　復習：(90分)学習指導要領解説書で述べている探究学習の過程についてまとめること。 

8
　　　  探究的な学習過程における｢主体的･対話的で深い学び｣について
　予習：(90分)課題解決学習と､最適な解答を求める学習の違いについて調べること。
　復習：(90分)探究過程における指導の工夫で､留意することをまとめること。 

9
第７章  評価の方法と留意点について
　予習：(90分)総合的な学習の時間の評価方法には、具体的にどのような方法があるか調べること。
　復習：(90分)同じ活動でも､育む資質･能力の違いによってどのように評価が変わるか考察すること。 

10
第８章  実践事例紹介(小学校)　現代的な諸課題(情報)　単元名:パソコンを使って自分の生活を楽しくしよう!
　予習：(90分)本資料の指導計画を読んで、他教科との関連ついて考察すること。
　復習：(90分)指導案を作成するときのポイントを整理すること。 

11
　　　  実践事例紹介(中学校)　職業や自己の将来に関する課題　単元名:何故に働くのか､自分の将来と合わせて考えよう!
　予習：(90分)個人の課題設定や職場体験学習を実施する際の指導上の留意点について考察すること。
　復習：(90分)指導計画を作成するときの留意点をポイントを考察すること。 

12
第９章  ワークショップⅠ:情報収集･分析能力を高める方法
　予習：(90分)情報収集スキルの①文献調査②アンケート調査③インタビュー④実験･観察等について調べること。
　復習：(90分)分析スキルのシンキングツールの種類と特性､データ収集､表･図の作成等についてまとめること。 

13
第10章  ワークショップⅡ:探究テーマの決め方･問いの作り方
　予習：(90分)学術論文､新聞､インターネット､TV､等で興味や関心を持ったこと(テーマ)についてレポートにまとめておくこと。
　復習：(90分)自身が作った｢問い｣について､妥当性の確認､方向性の明確性について再検討して修正すること。

14
第11章  ワークショップⅢ:探究計画書の作成
　予習：(90分)探究計画書とはどういうものか調べること。
　復習：(90分)タイトル､探究の背景､探究の目的･意義、探究方法、参考資料の視点から探究計画書を修正すること。 

15
第12章　ワークショップⅣ:探究計画書の発表と年間計画作成
　予習：(90分)他人が興味･関心が持てるようなプレゼン資料(A4､1枚)を作成すること。
　復習：(90分)自身の年間計画書が探究学習の過程を踏まえ､教科横断的な視点で作られているか見直すこと。

教科書･教材 ｢総合的な学習の時間指導法｣開隆堂
｢小学校学習指導要領解説書 総合的な学習の時間｣文部科学省

参考書･
参考文献等

｢総合的な学習の時間の指導法｣日本文教出版　｢総合的な学習の時間｣ミネルヴァ書房　｢総合的な学習・探究の時間の指導｣学術研究出版
｢総合的な学習の時間･総合的な探究の時間の新展開｣額出図書出版社

履修上の
注意等

到達目標確認のため､随時レポートを提出させます。

実務経験との関
連

中学校教育研究会の総合的な学習の部会長などの経験、教育事務所での実務経験を活かし、課題解決を通して探究的な学びを獲得する指導法について考察する科目である。



【2706】 専門教育科目 教育の基礎的理解・実践等に
関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

特別活動の指導法 講義 花田裕 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート 20 無
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｜
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題
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自
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理
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ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 50 無

授業内活動 30 無

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ○

提出物･レポートについて添削を行
い､授業の中で解説する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ ･学習指導要領の理解 ･生徒指導・学級経営との関連

≪汎用的技能≫ ･指導案構築の思考力 ･各活動の問題解決力

≪態度・志向性≫ ･学びに向かう姿勢 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要

特別活動は｢集団や社会の形成者としての見方･考え方｣を働かせながら､様々な課題や集団活動に自主的･実践的に取り組み､集団や
自己の生活上の課題を解決する活動である｡このことを踏まえ､学習指導要領で示されている育成する資質･能力について｢人間関係形
成・社会参画・自己実現｣を視点に指導方法について探求する｡また､教科･道徳･総合的な学習の時間･生徒指導との関連について考察
するとともに､指導案作成と模擬授業を通して､実践力を身に付ける。

有(グループディスカッション
　  グループワーク)

授業の
到達目標

①特別活動(学級･児童･生徒会･クラブ(小学校)･学校行事)の各活動において､理論と方法の基礎知識を身につける。
②教科･道徳･総合的な学習の時間との関連を理解する｡
③｢学級活動｣を実践するための基本的な指導案の構成が分かり､指導案を作成することができる。
④特別活動と学級経営･生徒指導との関連について､人間関係の視点から理解する。

単位認定の要件 到達目標①～④の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
第 1章  特別活動の教育的意義と特質(自らの活動を振り返り､教師の役割について探求する)
　予習：(60分)小・中学校の時代に｢思い出深い活動は何であったか｡それは何故か｣まとめること。
　復習：(60分)指導要領解説書を参考に､教育的意義と特質について考察すること。 

2
第 2章  特別活動の教育課程上の位置について(歴史的変遷も含む)
　予習：(60分)戦後の学習指導要領における変遷について調べること。
　復習：(60分)特別活動が､教育課程上に位置付けられている重要性について考察すること。 

3
第 3章  特別活動の目標と内容について
　予習：(60分)特別活動で育成する資質・能力について､学力の観点から整理すること。
　復習：(60分)育成する三つの資質・能力で､どのようなことを視点にして指導するか考察すること。 

4
第 4章  特別活動における人間関係形成について(いじめ･不登校等の問題)
　予習：(60分)小・中学生の人間関係に関わる問題には、どのような問題があるかを具体的に調べること。
　復習：(60分)｢望ましい人間関係の形成｣をねらいとした学級活動について、題材や展開の事例を調べること。 

5
第 5章  特別活動の評価
　予習：(60分)小･中学校時代の｢通知表｣を振り返って､特別活動に関する内容がどのように扱われていたかまとめること。
　復習：(60分)集団に準拠した評価(相対評価)、目標に準拠した評価(絶対評価)、個人内評価についてそれぞれまとめること。 

6
第 6章  特別活動と道徳教育との関連
　予習：(60分)特別活動の各活動・学校行事等において､道徳教育との関わりについて考察すること。
　復習：(60分)｢教室が汚れている｣という課題について､学級活動と道徳科においての取り上げ方の違いについて考察すること。 

7
第 7章  特別活動とキャリア教育との関連
　予習：(60分)キャリア教育で育てる力についてまとめると。
　復習：(60分)特別活動(学級活動・児童会･クラブ活動・学校行事)のキャリア教育を視点とした具体的な取り組みについて調べること。

8
第 8章   特別活動と生徒指導の関連(特別活動は実践的な指導という認知)
　予習：(60分)小･中･高時代に経験した生徒指導の内容についてまとめること。
　復習：(60分)生徒指導の特質を踏えた､特別活動の指導について考察すること。  

9
第 9章  学級活動と学級経営について
　予習：(60分)学級経営とは何か､経営の具体的内容も含めてまとめること。
　復習：(60分)ワークシートに書かれている視点で、自身が考える学級経営案を考察すること。 

10
第10章 学級活動について(目標･内容とその取り扱い)
　予習：(60分)学級活動の特質を3つに分類した上で､それぞれの内容の違いについてまとめること。
　復習：(60分)学級活動において､合意形成並びに意思決定を促す指導について考察すること。 

11
第11章 児童会活動(目標と内容の理解及び指導計画)
   予習：(60分)指導要領解説書を参考に､児童会活動の意義について整理しておくこと。
　復習：(60分)児童会の中にある委員会を一つ選び､配付したワークシート(年間指導計画) を完成させること。　

12
第12章 クラブ活動(目標と内容の理解及び指導計画)
　予習：(60分)目標の｢個性の伸長を図る｣という部分の教育的意義について､指導要領解説書をもとに整理しておくこと。
　復習：(60分)担当したいクラブを決めて､配付したワークシート(年間指導計画)を完成させること。

13
第13章 学校行事(目標と内容の理解及び指導計画)
　予習：(60分)自身の小・中学校時代で思い出に残っている学校行事を二つあげて理由を書くこと。
　復習：(60分)運動会や学習発表会などの行事で、取り上げてほしい内容や種目について考察すること。

14
第14章 学級活動(2)の指導案の構築(構成内容も含む)
　予習：(60分)活動内容の一つを取り上げて｢一人一人の理解を深め､意思決定とそれに基づく実践｣の意味について考察すること。
　復習：(60分)作成した指導案を｢つかむ、さぐる、見つける、きめる」という視点で再構築すること。 

15
第15章 模擬授業
　予習：(60分)授業提案者の指導案を､｢課題意識を高めるための事前指導の活用｣｢事後の意欲につなげる活動｣という視点で見直すこと。
　復習：(60分)配付した模擬授業評価シートに記入し､コメントを書くこと。 

教科書･教材 ｢小学校学習指導要領解説 特別活動編｣文部科学省 
｢みんなで､よりよい学級・学校生活をつくる特別活動(小学校編)｣文溪堂

参考書･
参考文献等

｢特別活動論｣(一藝社､田中智志､橋本美保監修、犬塚文夫編著)､ ｢特別活動指導法｣(渡辺邦雄､緑川哲夫､原憲一編著)､ ｢特別活動の教育技術｣(小学館､杉田洋著)

履修上の
注意等

達成目標を評価するため､随時レポート提出があります｡

実務経験との関
連

公立中学校教諭・特別活動研究会部会長の経験を活かし、人間関係形成・社会参画・自己実現を視点として、学級活動・児童会･クラブ･学校行事の指導方法とその観点について
探究する科目である。



【2709】 専門教育科目 教育の基礎的理解・実践等に
関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

子どもの理解と援助 演習 萩臺美紀 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート
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・
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題
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社
会
的
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生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 80 有

授業内活動 20 無

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ― ― ―

授業内提出物は採点して返却し，
授業中に解説する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 発達援助に関わる理論の理解

≪汎用的技能≫ 保育者からの働きかけや支援方法の検討

≪態度・志向性≫ 保育士とのチームワーク アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
発達心理学に関する基礎的理論・知識を踏まえ、幼児の発達援助のため必要な理論や、園で実際生じている諸問題の背景について理
解する。また、様々な事例に触れながら幼児の発達に必要な幼稚園教諭の具体的な対応および支援、他機関との共同・連携について
考え、幼児の発達に関する基礎的知識を実践に応用していく力を習得することを目標とする。

有り（グループディスカッション、グ
ループワーク）

授業の
到達目標

発達心理学に関する基礎的理論・知識を実践に応用させる力の習得を目標とし，
①幼児の発達における家庭や園の役割を理解できる。
②発達援助に関わる理論を理解できる。
③幼児の発達に必要な幼稚園教諭の具体的な対応および支援について考えることができる。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
幼児理解の意義
　予習：(15分)子どもを理解し援助する方法　記録と話し合い
　復習：(30分) 他者と協同するために必要なコミュニケーションスキル、自分の課題

2
子どもにとっての遊びの意義
   予習：(15分) 遊びの機能(身体・運動機能、社会性の発達、知的機能の発達、自我の発達、治療的価値)
　復習：(30分) 年齢に伴う遊びの発達と意味

3
子どもの遊びと自発性（動機づけ理論）
　予習：(15分) 内発的動機づけと外発的動機づけとはなにか
　復習：(30分) 自己決定理論とはなにか、自己決定理論を活かした子どもへのかかわり

4
子どもへのことばがけ（保育者からの影響）
　予習：(15分) 内発的動機付けにおける言語的報酬
　復習：(30分) 内発的動機づかを高める言葉がけとは、ほめ方と子どもの行動の関係

5
子どもの葛藤といざこざ（子どものけんかへの対応）
　予習：(15分) 葛藤の種類、いざこざの意味
　復習：(30分) 未満児・以上児のけんかの特徴と保育者の対応

6
子ども理解と評価（観察・記録の意義と方法）
　予習：(15分) 観察法の種類と特徴
　復習：(30分) 行動観察のポイント、記録の仕方、観察記録の分析

7
子ども理解と評価（知能検査・発達検査）
　予習：(15分) 検査法の種類と特徴
　復習：(30分) 発達検査の種類・特徴と支援の方法

8
個々の発達を支える視点①ヒューマンバリア（発達に課題のある子どもの体験と理解）
　予習：(15分) 自閉スペクトラム症、注意欠如多動症、限局性学習症の特徴
　復習：(30分) 発達特性を抱える子どもの発達の特徴と理解、他児がいる場面での活動中の言葉がけ

9
個々の発達を支える視点②デザインバリア（ユニバーサルデザインを考える）
　予習：(15分) 日常生活でのユニバーサルデザイン
　復習：(30分) 発達特性を抱える子どもにとってのデザインバリアとユニバーサルデザインの考え方

10
気になる子の理解と援助①（支援のポイントを理解する）
　予習：(15分) 発達特性のある子どもの特徴
　復習：(30分) 子どもの発達特性に応じた言葉がけ、環境構成の工夫

11
気になる子の理解と援助②（アセスメントと具体的対応を考える）
　予習：(15分) 学習理論、オペラント条件付け
　復習：(30分) 子どもをアセスメントする手段とそれに基づいた対応と支援

12
保護者とのつながり
　予習：(15分) 保護者との信頼関係を構築する話の聞き方
　復習：(30分) 親が障害を受容するプロセス、専門機関へのつなぎ方

13
子どものトラウマ（トラウマ症状の理解）
　予習：(15分) 急性ストレス障害と心的外傷後ストレス障害の症状
　復習：(30分) トラウマを抱えた子どもに対するプレイセラピーの効果、俳句の治療的効果

14
子どものトラウマ症状と心理的な応急処置
　予習：(15分) 年齢別のトラウマ症状とその対応
　復習：(30分) 子どもに対応する際に大人が留意するポイント、実際の災害による子どもへの影響と回復過程

15
発達援助における協働について考える
　予習：(15分) 現在の聴く力と話す力の測定
　復習：(30分) 自分自身のコミュニケーション能力の変化と今後の課題

教科書･教材 適宜資料を配布する。

参考書･
参考文献等

福沢周亮(監修)「保育の心理学－子どもの心身の発達と保育実践－」（教育出版）

履修上の
注意等

演習や活動に積極的に取り組むこと。各講義で課される小レポートをしっかり提出すること。
オンラインの場合には、NHKオンデマンドでの動画（有料）のいくつかを教材として使用し、各自で視聴してもらう可能性があります。



【2710】 専門教育科目 教育の基礎的理解・実践等に
関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

教育相談 講義 萩臺美紀 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ ○ □ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 80 有

授業内活動 20 有

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ―

授業内提出物は採点して返却し，
授業中に解説する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 児童生徒理解と共感的指導

≪汎用的技能≫ 構成的グループエンカウンター

≪態度・志向性≫ カウンセリング技法、予防的対応、自己開示 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
教育相談の意味や意義について理解した上で，学校現場で生じる諸問題，児童理解のための技術，カウンセリングの諸理論や予防的
対応について学んでいく。また，構成的グループエンカウンター，ソーシャルスキルトレーニング，アサーショントレーニングなどの演習を
取り上げながら，「心を開放できる学級集団作り」のための基礎的な手法を学習する。

有（グループワーク、グループディ
スカッション）

授業の
到達目標

①教育相談の意味や意義について理解できる。
②児童理解，カウンセリング，予防的対応に必要な基本的事項を理解できる。
③学級集団作りの具体的手法を身につける。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
教育相談の意義と意味
　予習：(90分) 教育相談とはなにか
　復習：(90分) 問題を解決する教育相談、問題を未然に防ぐ教育相談、心の危機サインにはどのようなものがあるか

2
児童理解①人格検査
　予習：(90分) アセスメントの種類、検査法とはなにか
　復習：(90分) 人格検査の種類と特徴

3
児童理解②知能検査、神経心理学的検査
　予習：(90分) 知能検査とはなにか
　復習：(90分) ウェクスラー式知能検査の解釈と具体的援助

4
カウンセリングの基礎理論（マイクロカウンセリング、クライエント中心療法）
　予習：(90分) カウンセリング、心理療法とはなにか
　復習：(90分) クライエント中心療法における考え方とセラピストの基本的態度、基本的傾聴技法

5
カウンセリングの基礎理論の実践（マイクロカウンセリング、クライエント中心療法）
　予習：(90分) 教育相談における話の聞き方・進め方
　復習：(90分) 教育相談における話の聞き方・進め方の実践と課題

6
カウンセリングの諸理論（精神分析）
　予習：(90分) 精神分析の特徴と考え方　
　復習：(90分) 精神分析の局所論と構造論、防衛機制

7
カウンセリングの諸理論（行動療法）
　予習：(90分) 古典的条件づけ、オペラント条件づけ
　復習：(90分) 行動療法の特徴と考え方、実践方法

8
カウンセリングの諸理論（認知行動療法）
　予習：(90分) 認知行動療法の特徴と考え方
　復習：(90分) 不合理な信念と合理的な信念、認知のゆがみと認知再構成法

9
カウンセリングの諸理論（短期療法の基礎）
　予習：(90分) 短期療法の特徴と考え方
　復習：(90分) システム理論と人間コミュニケーションの語用論

10
カウンセリングの諸理論（短期療法の実践）
　予習：(90分) 短期療法の技法と実践
　復習：(90分) ソリューションフォーカストアプローチとMRIアプローチ

11
学級づくりの手法
　予習：(90分) 学級崩壊が生じる背景と要因
　復習：(90分) グループエンカウンター、アサーショントレーニング

12
いじめ（概論）
　予習：(90分) いじめ防止対策推進法の成立の背景といじめの現状
　復習：(90分)) いじめ防止対策推進法のポイント、いじめ集団の４層構造の特徴

13
いじめ（対応）
　予習：(90分) いじめの初期対応
　復習：(90分) 聞き取りの内容、記録、加害者・被害者・保護者への対応

14
不登校（概論）
　予習：(90分) 不登校の現状ときっかけ
　復習：(90分) 普通教育機会確保法のポイントと対応

15
不登校（対応）
　予習：(90分) 不登校児童生徒への効果的支援
　復習：(90分) 不登校児童生徒への支援における職員と保護者の連携

教科書･教材 特になし。

参考書･
参考文献等

西本絹子「教師のための教育相談」（萌文書林）
森田健宏・吉田佐治子「よくわかかる！教職エクササイズ　教育相談」（ミネルヴァ書房）

履修上の
注意等

演習や活動に積極的に取り組み、各回のレポートをしっかり提出すること。



【2716】 専門教育科目 教育の基礎的理解・実践等に
関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

事前事後指導(幼) 演習 吉田裕美子 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

1 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然
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ュ
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ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 40 有

授業内活動 40 有

その他 20 有

計 100

フィードバックの方法

○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

提出物は評価後に返却する

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 実習の意義

≪汎用的技能≫ 幼児への関わり方

≪態度・志向性≫ 職員との協働 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
実習はこれまで学んだ知識や技術を実際の現場で先輩の先生方からの指導を受けながら、具体的内容を内在するところに意義があ
る。指導内容は専門的事項から一般的なものまで多岐にわたるが、実習に対しての心構えや実習中の課題意識、事後の課題の明確化
まで総合的にとらえ、その結果を将来的資質向上にも役立てていく。

有（グループディスカッション、グ
ループワーク）                                        
                                        
                                        
                                        
                                        

授業の
到達目標

１．実習を円滑に進めていくための知識・技術を習得し、課題を明確にすることにより内容を深める。
２．実習の意義・課題、指導計画の立案、教材研究、保育者の役割を知る。

単位認定の要件 到達目標１と２の合計60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
実習総合オリエンテーション  （幼稚園教諭課程委員会教員）
　予習：(30分)　認定会議の結果、教育実習の意義や目的
　復習：(15分)　実習生としての心構え、意識を確認

2
実習希望調査、内諾の取り方　（幼稚園教諭課程委員会）
　予習：(30分)　各園の概要を知る
　復習：(15分)　幼稚園の実際に触れる

3
保育実技 ①　音楽遊び   （幼稚園教諭課程委員会教員）
　予習：(30分)　演奏したい弾き歌い曲をリストアップする
　復習：(15分)　選曲した曲の弾き歌いを練習する　

4
保育実技 ②　音楽遊び    （幼稚園教諭課程委員会教員）
　予習：(30分)　選曲した弾き歌い曲を完成させる　
　復習：(15分) 　発表を振り返り、改善点を中心に練習する                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

5
実習先への事務手続き、調査書作成  （幼稚園教諭課程委員会教員）
　予習：(30分)　各園の概要について知り、実習関係書類の作成する
　復習：(15分)　記入漏れがないか確認する                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

6
観察・参加実習（附属幼）の心得  （幼稚園教諭課程委員会教員）
　予習：(30分)　柴田幼稚園観察実習について
　復習：(15分)　配属クラス発表、各年齢の発達について学ぶ                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

7
保育実技 ③　絵本、紙芝居の選び方・語り聞かせ  （幼稚園教諭課程委員会教員）
　予習：(30分)　児童文化財についての教材研究「お話に触れる」
　復習：(15分)　選んだ教材を使って実践する 

8
保育実技 ④　廃品を活用して教材づくり、その指導法・発表  （幼稚園教諭課程委員会教員）
　予習：(30分)　身近な材料を使って教材を作る
　復習：(15分)　発表を振り返り、改善点を話し合う"

9
指導計画の意義、指導計画の作成 ① （ゲストスピーカー）
　予習：(30分)　指導計画とは
　復習：(15分)   活動案について話し合う                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

10
指導計画の意義、指導計画の作成 ② （ゲストスピーカー）
　予習：(30分)　子どもの年齢、場面設定を考え活動案を作成する
　復習：(15分)　活動案について話し合い、意見を出す

11
指導計画の作成と実際、指導案の作成 ③ （ゲストスピーカー）
　予習：(30分)　模擬保育について
　復習：(15分)　各班での模擬保育について話し合い、指導案を完成させる

12
保育実践力の育成 ① （幼稚園教諭課程委員会）
　予習：(30分)　3歳児模擬保育
　復習：(15分)　発表を振り返り、改善点を話し合う

13
"保育実践力の育成 ②  （幼稚園教諭課程委員会）
　予習：(30分)　4歳児模擬保育
　復習：(15分)　発表を振り返り、改善点を話し合う "

14
保育実践力の育成 ③ （幼稚園教諭課程委員会）
　予習：(30分)　５歳児模擬保育
　復習：(15分)　発表を振り返り、改善点を話し合う 

15
実習直前、諸連絡  （幼稚園教諭課程委員会）
　予習：(30分)　実習直前における諸連絡
　復習：(15分)   実習準備を行う                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

教科書･教材 『保育所保育指針』『保育所保育指針解説』『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』

参考書･
参考文献等

特になし

履修上の
注意等

実習への意欲や期待感をもち、課題意義に取り組む姿勢で臨む。



【2717】 専門教育科目 教育の基礎的理解・実践等に
関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

教育実習(幼) 実習 吉田裕美子 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

4
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

4 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 20 有

授業内活動

その他(実習園) 80 有

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実習園から返却された実習録等
は、所見と共に返却する

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 実習の意義

≪汎用的技能≫ 幼児への関わり方

≪態度・志向性≫ 職員との協働 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要 幼稚園教育実習は、幼稚園教諭一種免許状を取得するための必修科目である。幼稚園教諭の職務を体験し、専門的知識・技術・人間
性について指導を受けると共に、自ら学ぼうとするなど幼稚園教諭としての資質や技能などを学ぶ能力を身に付けること。

有（指導案作成、保育の実践、教
育実習反省報告会の準備・発表な
ど）

授業の
到達目標

１．幼稚園の役割と具体的な仕事内容を知る。
２．幼児の発達について理解する。
３．指導計画を作成し、研究保育、教材及び指導法の研究を通してクラス経営のあり方を理解する。

単位認定の要件 実習終了後、各園からの評価を本学所定の評価基準に基づき単位化する。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

内　　　　　　　容

　　【実習期間および日数】
　　　　　８月中旬～９月下旬
　　　　　各園に合わせ１８日間実施　

　　【実習園】
　　　　　①弘前市内および近隣の協力園　１０園
　　　　　②出身地（県内外）の受け入れ園ー公立・私立　５園

　　【ガイダンス・事前準備】
　　　　・実習準備として事前にガイダンスを数回行う。実習希望者は必ず出席すること。
　　　　・また「事前事後指導」（1単位）において実習にあたっての心構えや園務に
 　　　　  関する予備知識および教育活動の基本を学ぶ。

　　【実習内容】
　　　　・園児の遊びの様子やクラス活動の観察、参加
　　　　・本実習での実習（観察・参加実習、部分実習、全日実習）
　　　　・園行事に参加
　　　　＊実習中は実習録に日々の活動内容等を記録し、担当教員の指導を受ける。
　　　　＊実習中は健康管理に注意し、
　　　　　実習園では礼節をもって行動し、幼児理解・教育現場の理解につとめる。
　　　　＊実習終了後、実習の振り返りとして実習体験記録を作成し、実習生による
　　　　　反省会（２年次との交流会）で活動内容の報告を行う。

　　【実習実施の認定方法】
　　　　・教育実習に関し、実習希望者は３年次年度初めに本学学則により資格認定審査を受け、
　　　　　教授会において承認を得る。
　　　　・実習先は、承認を受けた者の希望をもとに幼稚園教諭課程委員会が調整し決定する。

　　【授業時間外学習の指示】
　　　　・教育実習中に必要とされる知識・指導法について学習する。
　　　　　指導案作りや教材研究などは時間を十分にかけて行い、18日間の実習を全うできるよう日々学習すること。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

教科書･教材 『保育所保育指針』『保育所保育指針解説』『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』

参考書･
参考文献等

特になし

履修上の
注意等

体調管理に留意し、事前訪問等の内容を確認し準備に努める。



【2803】 専門教育科目 保育士に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

社会福祉 講義 小野昇平 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

2 ○ 期末試験 70 有

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 30 有

授業内活動

その他

計 100

フィードバックの方法

○ ― ○ ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ○ ― ―

毎回提出してもらうまとめレポート
については次週に解説を行う。試
験についても模範解答を出す。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 社会福祉の諸制度の概要

≪汎用的技能≫ 制度の存在理由についての理解

≪態度・志向性≫ 「援助」の視点を持つこと アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
現代社会において様々な困りごとを抱える人たちを支えるための制度が社会福祉である。この講義では、現代社会における社会福祉の
意義を踏まえ、また支援を必要としている人たちがどのような困りごとを抱えているのかを理解した上で、具体的な制度についての知識
を獲得することを目的とする。

授業中に教員から問いかけを行
う。

授業の
到達目標

①種々の社会福祉制度の内容について最低限の知識を身に着けること。
②社会福祉を巡る現代的課題についてある程度自分の言葉で説明できるようになること。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
社会福祉制度の全体像をとらえよう
　予習：令和4年度版厚生労働白書の概要版に目を通して、内容を説明できるようにしておく。(90分)
　復習：配布された参考資料に目を通して、内容を説明できるようにしておく。(90分) 

2
社会福祉・社会保障の存在意義を理解しよう
 予習：自分の周りで「生活するにあたっての困りごと」を抱えている人がどんな人かなるべく多く考えてくる。（90分）
　復習：厚労省資料「戦後社会保障史」（Webで検索）に目を通して、授業の内容を復習しておく。（90分）

3
社会福祉と子ども家庭福祉―貧困の連鎖について知ろう
　予習：「子どもの貧困」に関する日本財団のHPと指定された動画を見て、何が問題なのか説明できるようにしてくる。（90分）
　復習：指定された動画を見て、「貧困の連鎖」を防ぐ取り組みについて説明できるようにしておく。（90分）

4
社会福祉の実施体制について理解しよう
　予習：厚労省の「社会福祉法人制度」のWebサイトと指定された動画を見て、社会福祉法人制度について説明できるようにしてくる。（90分）
　復習：厚労省の「社会福祉事業」のWebサイトを見て、第一種第二種の社会福祉事業について説明できるようにしておく。（90分）

5
社会福祉施設と社会福祉の専門職
　予習：指定された動画と配布資料を読んで、社会福祉施設の種類とその内容を説明できるようにしてくる。（90分）
　復習：令和4年度版厚生労働白書の第一章を読んで、内容を説明できるようにしておく。（90分）

6
社会福祉と相談援助―困りごとへの支援という視点
　予習：全国社会福祉協議会の「福祉の資格」Webサイトと指定された動画を見て、内容を説明できるようにしてくる。（90分）
　復習：指定された動画を見て、授業内容と照らし合わせて、専門職としての資質能力を理解しておく。（90分）

7
利用者保護の仕組み―安心して支援を受けられるためには
　予習：厚労省「社会福祉基礎構造改革について」Webサイトと配布した資料に目を通して内容を説明できるようにしてくる。（90分）
　復習：社会福祉基礎構造改革と利用者保護制度の関係について説明できるようにしておく。（90分）

8
広い意味での社会保障と社会福祉の関係―年金、医療と社会福祉
　予習：「年金保険」「医療保険」の制度概要についてWeb等で調べて大まかに理解しておく。（90分）
　復習：指定されたWebサイトを見て、「世代間公平性（格差）」について説明できるようにしておく。（90分）

9
高齢者福祉と介護保険①―介護保険制度の成立過程
　予習：「介護保険」のせ井戸概要について、Web等で調べて大まかに説明できるようにしてくる。（90分）
　復習：「医療」「福祉」と「介護保険」の関係について、配布した資料を読んで説明できるようにしておく。（90分）

10
高齢者福祉と介護保険②―介護保険制度の内容
　予習：介護保険の具体的なサービス内容と介護報酬について、Web等で調べて説明できるようにしてくる。（90分）
　復習：2021年の介護報酬改定について、授業内容と照らし合わせてその内容を理解しておく。（90分）

11
高齢者福祉と介護保険③―地域包括ケアシステムとは
　予習：指定されたWebサイトと動画を見て、「地域包括ケアシステム」の内容について説明できるようにしてくる。（90分）
　復習：配布した資料を読んで、「地域包括ケアシステム」の課題について理解しておく。（90分）

12
障害者福祉①―障害とは何かについて深く考えてみよう
　予習：配布された資料に目を通し、「障害の社会モデル」について説明できるようにしてくる。（90分）
　復習：「べてるの家」について、Webサイトや動画で調べ授業内容と照らし合わせてその特徴を理解する。（90分）

13
障害者福祉②―障害者支援の諸制度について理解しよう
　予習：厚労省「障害福祉サービス等」Webサイトを見て、どのようなサービスがあるか説明できるようにしてくる。（90分）
　復習：授業内で紹介した障害者差別解消法に基づく合理的配慮の具体例を説明できるようにしておく。（90分）

14
生活保護制度―生活保護制度・生活困窮者自立支援制度の全体像を理解しよう
　予習：「生活保護制度」「生活困窮者自立支援制度」について、どのような人がそれを利用できるか調べてくる。（90分）
　復習：授業内で話した生活保護に関する政府や自治体の姿勢について批評できるようにしておく。（90分）

15
まとめ―社会保障・社会福祉がまもっているもの
　予習：これまでの授業で話した内容に関係するここ2，3年のニュース記事を5本集めておく。（90分）
　復習：授業内で紹介したいくつかの事例や取り組みについて、配布資料を読んで理解しておく。（90分）

教科書･教材 特になし

参考書･
参考文献等

講義中に紹介する参考書を一つ用意することが望ましい。

履修上の
注意等

講義の中で生じた疑問等は毎回の出席表下部の質問事項欄に積極的に記入すること。



【2816】 専門教育科目 保育士に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

保育実習指導Ⅱ 演習 保育士課程委員会 3年 前期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

1 15 30
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士

1 ○ 期末試験

学士力の分類

当該科目で育成
できる主要な

分類項目

≪知識・理解≫ ≪汎用的技能≫ ≪態度・志向性≫

《獲得した能
力を総合的
に利用し、
自ら設定し
た課題へ適
用し、その
課題を解決
する能力》

期末レポート

基
礎
知
識
の
体
系
的
理
解

多
文
化
・
異
文
化

文
化
・
社
会
・
自
然

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
｜
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

数
量
的
ス
キ
ル

情
報
リ
テ
ラ
シ
｜

論
理
的
思
考
力

問
題
解
決
力

自
己
管
理
力

チ
｜
ム
ワ
｜
ク

リ
｜
ダ
｜
シ
ッ
プ

倫
理
観

社
会
的
責
任

生
涯
学
習
力

授業内小テスト

授業内提出物 60 有

授業内活動 40 無

その他

計 100

フィードバックの方法

― ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○

外部講師の講話に関するレポー
ト、模擬保育の相互評価の結果を
返却する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 保育実習Ⅱの意義・目的の理解

≪汎用的技能≫ 保育実践力の形成

≪態度・志向性≫ 保育者としての職業倫理・社会的責任 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
保育実習Ⅰを振り返って各自の学習内容・課題を明確化するとともに、保育実習Ⅱに向けて、既習の教科の内容をふまえ科目横断的に
知識・技能を総合し、保育実践力を培うための演習を行う。また、実習施設の理解の深化のために、現場の職員からの講話を聞く機会
を設ける。

有り（グループワーク）

授業の
到達目標

保育実習Ⅱを円滑にすすめるため、実習に対する総合的な準備を行う。そのために、保育実習の理解の深化と実践力の形成を図る。保育実習Ⅱの意義・目的を理解し、保育実習
Ⅰの振り返りから自己課題を明確化するとともに、保育士の専門性と職業倫理について理解する。また、実習や既習の教科の内容やその関連性を踏まえ、実技、指導案作成、模
擬保育等を通して、保育実践力を培う。実習後には、実習総括・自己評価を通して、新たな課題や学習目標を明確にする。

単位認定の要件 授業内提出物・授業内活動・課題レポートの合計点が６０点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

回 内　　　　　　　容

1
保育実習Ⅱの概要、意義･目的、保育実習Ⅰの振り返り 保育実習Ⅰの自己評価 ・実習録の再点検 (保育士課程委員会教員）
　予習：(90分)保育実習Ⅱの目的はなにか（保育実習Ⅰとの違い）、実習録の記入上の注意点を確認する。
　復習：(90分) 保育実習Ⅱでの課題、実習録を書くときに意識すべき点について

2
子どもの最善の利益と保育士の職務の理解（業務内容と職業倫理）（こども発達学科教員）
　予習：(90分)保育所保育指針の中で保育士の職務・児童の最善の利益についての記述を見つけておく。
　復習：(90分) 保育所以外の場所における保育士の仕事を3つ（どこでどのような）探して、保育所の場合と比較する。

3
保育実技(1)基本的生活習慣：手洗い、排泄、食事など、はしの持ち方、歯のみがき方（保育士課程委員会教員）
　予習：(分)子どもの基本的生活習慣に触れ、教材を使って指導法を実践する。
　復習：(分) 様々な教材を使って、保育場面に合わせた指導を行う。

4
保育実技(2)遊びの指導 （保育士課程委員会教員）
　予習：(90分)身近な素材を使ってどんな遊びができるのかを探求する。
　復習：(90分) 遊びの展開を考える。

5
指導案の書き方(1)部分実習の指導案 （保育士課程委員会教員）
　予習：(90分)これまでの授業の指導案の書き方についての資料を見直してくること。
　復習：(90分) 授業資料を読み直し、内容理解に努め、模擬保育の指導案作成に活かしていく。

6
指導案の書き方(2)全日実習の指導案 （保育士課程委員会教員）
　予習：(90分)発達過程の復習をし、指導案作成に活かしていく視点をもつこと。
　復習：(90分) 授業資料を読み直し、内容理解に努め、模擬保育の指導案作成に活かしていく。

7
保育実践力の育成～指導案作成と模擬保育（1班） （保育士課程委員会教員）
　予習：(90分)指導案の提出・修正・再提出、模擬保育の流れを班で確認する。
　復習：(90分)模擬保育の振り返りを通して、自己課題を明確化していく。

8
保育実践力の育成～指導案作成と模擬保育（2班） （保育士課程委員会教員）
　予習：(90分)指導案の提出・修正・再提出、模擬保育の流れを班で確認する。
　復習：(90分)模擬保育の振り返りを通して、自己課題を明確化していく。

9
保育実践力の育成～指導案作成と模擬保育（3班） （保育士課程委員会教員）
　予習：(90分)指導案の提出・修正・再提出、模擬保育の流れを班で確認する。
　復習：(90分)模擬保育の振り返りを通して、自己課題を明確化していく。

10
保育実践力の育成～指導案作成と模擬保育（4班） （保育士課程委員会教員）
　予習：(90分)指導案の提出・修正・再提出、模擬保育の流れを班で確認する。
　復習：(90分)模擬保育の振り返りを通して、自己課題を明確化していく。

11
保育実践力の育成～指導案作成と模擬保育（5班） （保育士課程委員会教員）
　予習：(90分)指導案の提出・修正・再提出、模擬保育の流れを班で確認する。
　復習：(90分)模擬保育の振り返りを通して、自己課題を明確化していく。

12
実習施設の理解～保育所保育士講話（縦割り保育、子育て支援）～ （外部講師）
　予習：(90分)保育所の機能と役割について、異年齢保育や子育て支援を中心に復習しておく。
　復習：(90分) 講話で学んだ内容を保育実習Ⅱにどう活かすかを考察する。

13
保育所実習Ⅱについて～事前の準備、事前訪問、書類の作成について～  （保育士課程委員会教員）
　予習：(90分)実習に関係する書類を作成するために必要な事項を確認する。
　復習：(90分)実習実施要項の内容を確認し事前訪問時に打ち合わせを行う事項を調べる。

14
実習中の心得～実習の心得、諸注意、連絡事項～ （保育士課程委員会教員）
　予習：(90分)保育実習Ⅱの目標及び評価票の項目をもとに、保育実習Ⅱで実習生に求められている内容を把握する。
　復習：(90分)今回までの授業で学んだことを整理し、実習に向けた準備を行う。

15
事後指導（保育士課程委員会教員）
　予習：(90分)実習に関するアンケート・自己評価に回答しておく。
　復習：(90分) グループワークの内容をもとに保育者としての自己課題を明確化する。

教科書･教材
厚生労働省編 『保育所保育指針』 フレーベル館　
厚生労働省編 『保育所保育指針解説』 フレーベル館
内閣府・文部科学省・厚生労働省編 『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』 フレーベル館

参考書･
参考文献等

内閣府・文部科学省・厚生労働省編　『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』　フレーベル館
内閣府・文部科学省・厚生労働省編　『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』　フレーベル館

履修上の
注意等

配布した参考資料は大事に保管し、予習・復習すること。
実習終了後の反省報告会には必ず出席すること。



【2817】 専門教育科目 保育士に関する科目 授業形態 担当教員名 開講年次 開講時期 開講学科

保育実習Ⅱ 実習 保育士課程委員会 3年 後期 こども発達学科

単位数 授業回数 時間数 卒業要件 免許･資格 単位認定の方法と
フィードバックの有無

2
必　修 選　択 小学校 幼稚園 保育士
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授業内小テスト

授業内提出物

実習施設の評価 60 無

大学の評価 40 無

計 100

フィードバックの方法

○ ― ― ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ―

実習録の記入状況を保育士課程
委員会が評価し、講評を添えて返
却する。

当該科目の
キーワード

≪知識・理解≫ 既習科目と保育実習Ⅰを踏まえた保育の理解

≪汎用的技能≫ 保育実践力の形成と向上

≪態度・志向性≫ 保育者としての協働性 アクティブラーニングの有無(内容)

授業概要
本実習は保育実習Ⅱ（保育所・園）として、保育実習Ⅰ（保育所・園）における学習と反省をふまえ、保育所の保育に参加して実践し、保
育士として必要な資質・能力・技術を習得する。また、家庭と地域の生活実態に触れ、子ども家庭福祉ニーズに対する理解、判断力を養
う。

有り（保育実践への参加、
指導計画の作成と実践、
省察による保育実践力の
学習）

授業の
到達目標

①保育その役割や機能について、具体的な実践を通じて理解を深める。
②子どもの観察や関わりの視点を明確化することを通じて、保育の理解を深める。
③既習科目と保育実習ⅠA・1Bの経験をもとに、保育と子育て支援について総合的に理解する。
④保育の計画・実践・観察・記録と自己評価などに実際に取り組むことを通じて理解を深める。
⑤保育士の業務内容・職業倫理について、具体的な実践に結び付けて理解する。
⑥実習における自己の課題を明確化する。

単位認定の要件 到達目標①～③の合計が60点以上であること。

授業計画
(予習、復習の内
容・時間含む)

内　　　　　　　容

10日間の本実習については、参加実習、指導実習が中心になる。
指導内容や日程計画については、実習園の事情や実習生の状況に応じて
 下記の内容で指導を適宜お願いする。
1．保育所の役割や機能の具体的転回
(1)養護と教育が一体となって行われる保育の理解
(2)保育所の社会的役割と責任
2．観察に基づく保育の理解
(1)子どもの心身の状態や活動の観察
(2)保育士等の援助や関わり
(3)保育所の生活の流れや展開の把握
3．子どもの保育及び保護者・家庭への支援と地域社会などとの連携
(1)環境を通して行う保育、生活や遊びを通して総合的に行う保育
(2)入所してい子どもの保護者に対する子育て支援及び地域の保護者等に対する子育て支援
(3)関係機関や地域社会との連携・協働
4．指導計画の作成・実践・観察・記録・評価
(1)全体的な計画に基づく指導計画の作成・実践・省察・評価と保育の過程の理解
(2)作成した指導計画に基づく保育の実践と評価
5．保育士の業務と職業倫理
(1)多様な保育の展開と保育士の業務
(2)多様な保育の展開と保育士の職業倫理
6．自己の課題の明確化

【授業時間外学習の指示】
実習記録の作成を通じて毎日の実習目標の設定とその達成状況への省察を行い、新たに課題を見出すよう努めること。

教科書･教材
厚生労働省偏『保育所保育指針』
厚生労働省編『保育所保育指針解説』フレーベル館
内閣府・文部科学省・厚生労働省編 『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』 フレーベル館

参考書･
参考文献等

幼少年教育研究所編著『新版　遊びの指導―乳・幼児編―』同文書院
岩崎淳子・及川留美・粕谷亘正（編）『教育課程・保育の計画と評価　書いて学べる指導計画』萌文書林

履修上の
注意等

体調管理を徹底するとともに、事前訪問時の指導内容を理解した上で準備を整えて実習に臨むこと。
実習録・自己評価票等の書類提提出期限を厳守すること。


